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午前９時２５分開会 

○委員長（清水  寛） 皆さん、おはようございま

す。ちょっと定刻の前ですけども、皆さんおそろい

になりましたので、それでは、ただいまから総務委

員会を開会いたします。 

 改めまして、皆さん、おはようございます。この

１年、総務委員長を仰せつかりました清水と申しま

す。この総務委員会は、本当に市役所の市役所たる

要になる部局が所属してる委員会だと思います。私

自身、一度、総務委員会はいたことがあるんですけ

ども、改めて、ここの部局の活動、特にここが頭脳

としてしっかりと機能するように、この職責に見合

うべく、しっかり頑張っていきたいと思いますので、

委員の皆さん、当局の皆さん、どうぞよろしくお願

いします。 

 当局から、本日、谷口デジタルトランスフォーメ

ーション推進部長の欠席について申出がありまし

たので、ご了承願います。 

 また、当局から、パソコン１台を持ち込みたい旨

の申出があり、これを許可しておりますので、ご了

承願います。 

 委員の皆さんは、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上のフォル

ダーの総務委員会の今日、１１月１７日が本日の委

員会のフォルダーですので、そちらのほうで資料を

確認ください。 

 本日の当局職員の出席についてでありますが、委

員会室の密集をできるだけ軽減するため、前半、後

半の２つのグループに分けております。 

 まず、前半は、総務部、コミュニティ振興課、税

務課、各地域振興課、会計課、選管監査事務局の職

員に出席を要請しておりますので、ご了承願います。 

 本日の議事の進行は、事務概要の前半部分が終了

した後、竹野振興局及び税務課の報告を受け、事務

概要の後半部分に進みますので、ご了承ください。 

 それでは、３の自己紹介に入ります。 

 １１月１５日の臨時議会において、新たな役員の

選任が行われ、当委員会も新体制となりました。こ

こで、出席の皆さんに自己紹介をお願いしたいと思

います。 

 まず、正副委員長、次に委員、続いて説明員、最

後に事務局という順でお願いします。 

 なお、当局職員は委員会名簿順でマイクを使用し

てお願いいたします。 

 それでは、改めまして、清水です。どうぞよろし

くお願いします。 

○副委員長（芦田 竹彦） すみません、おはようご

ざいます。副委員長の芦田でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○委員（村岡 峰男） この中で一人だけここに残っ

ております村岡です。よろしくお願いします。 

○委員（義本みどり） 義本みどりです。よろしくお

願いします。 

○委員（木谷 敏勝） 木谷敏勝です。よろしくお願

いします。 

○委員（森垣 康平） 森垣です。よろしくお願いい

たします。 

○委員（荒木慎大郎） 荒木です。よろしくお願いい

たします。 

○総務部長（堂垣 真弓） おはようございます。総

務部長兼会計管理者の堂垣でございます。よろしく

お願いいたします。 

○総務部次長（上田  篤） ジェンダーギャップ対

策室の上田です。どうぞよろしくお願いします。 

○総務部次長（岸本 京子） おはようございます。

総務部次長、キャリアデザイン・ハラスメント担当

兼ジェンダーギャップ対策室参事ということで長

いんですが、岸本京子です。よろしくお願いいたし

ます。 

○総務課長（太田垣健二） 失礼します。おはようご

ざいます。総務課長の太田垣でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○総務課参事（宮代 将樹） おはようございます。

総務課の文書法制担当参事をしております宮代で

す。よろしくお願いします。 

○人事課長（小川 琢郎） おはようございます。人

事課長の小川といいます。よろしくお願いします。 

○コミュニティ振興課長（若森和歌子） おはようご

ざいます。コミュニティ振興課長の若森です。よろ
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しくお願いします。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） おはようございます。税

務課長の宮﨑です。よろしくお願いします。 

○税務課参事（瀬崎 晃久） おはようございます。

税務課参事の瀬崎と申します。どうぞよろしくお願

いいたします。 

○城崎振興局地域振興課長（藤原 孝行） おはよう

ございます。城崎振興局地域振興課、藤原と申しま

す。よろしくお願いいたします。 

○竹野振興局地域振興課参事（山根 哲也） おはよ

うございます。竹野振興局地域振興課の山根でござ

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○日高振興局地域振興課長（池内 章彦） おはよう

ございます。日高振興局地域振興課の池内です。よ

ろしくお願いします。 

○出石振興局地域振興課長（午菴 晴喜） おはよう

ございます。出石振興局地域振興課の午菴と申しま

す。どうぞよろしくお願いします。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） 但東振興

局地域振興課、道下といいます。よろしくお願いし

ます。 

○会計課長（西村 嘉通） おはようございます。会

計課の西村でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

○選管監査事務局長（中川 光典） おはようござい

ます。選管監査事務局の中川と申します。どうぞよ

ろしくお願いします。 

○事務局主幹兼事務局議事係長（山本 慎二） おは

ようございます。議会事務局の山本です。よろしく

お願いします。 

○委員長（清水  寛） ありがとうございました。 

 当分の間、このメンバーで委員会審査を対応いた

だくこととなりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 なお、後半の部でも委員の皆さんには自己紹介を

いただきますので、よろしくお願いします。 

 それでは、４の協議事項に入ります。 

 （１）委員会所管事項の事務概要についてを議題

といたします。 

 まず、当局から一通りの説明を受けた後、各委員

から質疑等を受けたいと思います。 

 なお、委員の皆さん、当局の皆さんは、質疑、答

弁に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて、

簡潔明瞭に行うなど、スムーズな議事進行にご協力

お願いいたします。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用して、発言者名を名のってから行ってい

ただきますようご協力をお願いします。 

 それでは、当局から、ページ順で説明願います。 

 まず、総務部ジェンダーギャップ対策室、上田部

次長。 

○総務部次長（上田  篤） ジェンダーギャップ対

策室からは３件ご説明いたします。ジェンダーギャ

ップ解消の推進とワークイノベーションの推進に

ついては私から、キャリアデザインの推進について

は岸本次長からご説明いたします。 

 １３ページをお開きください。１３ページでござ

います。まず、ジェンダーギャップ解消の推進の現

況と課題です。ジェンダーギャップというのはまだ

まだ地域社会に根強く残っています。そういう中で、

まずは無意識の偏見とか思い込みに気づいて、行動

変容につなげていくっていうことが大切だという

ふうに考えてます。また、ジェンダー視点の主流化

ということで、市の政策とか施策、事務事業におい

て、ジェンダー視点に配慮した取組っていうのが必

要であるというふうに考えてます。 

 基本方針としては、まち全体のジェンダーギャッ

プの解消に向けて、ジェンダーギャップ解消戦略の

目指す姿「固定的な性別役割分担を前提とした仕組

みや慣習が見直され、お互いを尊重し支え合いなが

ら、いきいきと暮らしている」の実現に向けて、い

ろんな取組を進めていきます。 

 次の概要の部分は、進捗状況、次のページですね、

１４ページをご覧いただきたいと思います。こちら

でご説明いたします。まず、戦略の進行管理とジェ

ンダー視点の主流化の推進ということで、ジェンダ

ー平等推進アドバイザーとして、これ、２０１９年

６月から就任いただいてるんですけど、引き続き大
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崎麻子さんにアドバイザーとしてお願いしており

ます。 

 それと、（２）、（３）ですが、ジェンダーギャ

ップ解消戦略会議、これ、市民で構成されてる組織

なんですけど、それを、年度１回、この間、先週で

すか、１１月１１日に開催いたしました。こちらの

戦略会議のメンバーとしては、事業所経営者など、

多世代、多様な市民で、１０人で、男性５名、女性

５名ということで構成してます。顧問には、引き続

き目黒依子先生にお願いしてます。 

 ジェンダーギャップ解消庁内推進委員会のほう

は年３回開催予定で、この間、１１月１１日は第２

回目を市民の戦略会議と合同で開催いたしました。

こちらは、庁内の課長補佐級、それから主任級の１

２名で構成してます。 

 ２番目です。市民の理解拡大と浸透に向けた研

修・ワークショップの実施ということで、こちらは、

地域啓発推進アドバイザーとして、去年４月から萩

原なつ子先生にお願いしてるんですけど、引き続き、

地域のほうで研修会・ワークショップというのを地

域マネジャー向けですとか、今年度でしたら、中学

校生徒会リーダー、それと校園長、区長などを対象

に開催して、今のところ、延べで３４９名にご参加

いただいています。 

 ３番目の豊岡みらいチャレンジ塾２０２２です

が、政治、経済、地域など、各分野で政策・方針決

定過程に参画する女性を育成するプログラムとい

うことで実施しまして、この間、１１月１４日に第

５回が終了して、３４名の方が受講されました。 

 ４番としては、男性向けにも、「脱 男だから、

女だから」を語る会というのを１０月２９日に開催

しまして、男性学の専門家の京都産業大学教授の伊

藤公雄先生に講師に来ていただいて、男性を対象に

男性学の視点からいろいろと意見交換を進めまし

た。 

 それと５番目に、みらい応援Ｒｏｏｍ、アイティ

４階のＷＡＣＣＵ ＴＯＹＯＯＫＡなんですけど、

そちらのほうで各種キャリア相談とか、就職相談と

か、お金と未来の相談会とか、いろんなこういう相

談とかセミナーをやっておりまして、１０月までで

２２０人の方にご参加いただいてます。 

 ６番目に、働きたい女性のためのデジタルマーケ

ティングセミナーの開催ですが、こちらのほうも７

月に開講して、今年１１月２２日に修了式を迎える

んですけど、オンデマンドという録画された授業を

５か月間、約１８０時間にわたって勉強された子育

て女性等が、今、１０名なんですけど、ほぼ授業を

修了されて、今後、希望者には市内の事業所でのイ

ンターンシップ等を実施しながら、出口戦略という

ことで就業・起業支援、キャリア支援なども力を入

れております。今度、１１月２４日には、経営者向

けのデジタルマーケティングセミナーを開催いた

します。 

 次に、１５ページをご覧いただきたいと思います。

ワークイノベーションの推進でございます。現況、

課題としては、市内には、就労に関する大きな課題

として男女格差が残っております。例えば平均収入

額等を見ると、５０代では、女性は男性の半分、こ

の理由としては、雇用形態、非正規雇用の比率が高

いなどによるものでございます。という中で、基本

方針としては、２０１９年１月に策定した豊岡市ワ

ークイノベーション戦略に沿って事業を展開して

いきます。目指す将来像としては、ありたい姿に向

かっていきいきと働く女性が増えていると、その将

来像を実現するために４つの手段で取組を進めて

おります。 

 次に、概要等ですが、１６ページをご覧いただき

たいと思います。進捗状況でご説明します。１番で、

経営者向け、マネジメント層向け、管理職などです

けど、セミナーというのを各２回シリーズで開催い

たしております。今年度は既にこのセミナーのほう

を終了しまして、市内の６３事業所、７９名にご参

加いただきました。 

 ２番で、従業員のキャリア形成、ネットワーク形

成支援ということで、女性従業員向けのセミナーを

２回シリーズで開催して、延べ１９事業所、２７人

にご参加いただき、男性従業員向けのセミナーも２

回シリーズで開催して、延べ１５事業所、２２名に
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ご参加いただいてます。 

 それと、３番として、働きやすさとか働きがいと

か、性別役割分担などの従業員意識調査の実施につ

いての支援も行っておりまして、ちょうど今月、調

査を希望する事業所を募集して、最終的には１０社、

募集して１０社が応募されて、現在調査中でござい

ます。この後、集計分析を進めていきます。 

 それと、４番、これは意識調査に連動するんです

けど、ワークイノベーション表彰制度ということで、

あんしんカンパニー２０２２の表彰事業者を１０

月に募集して、８社としてますが、最終的には９社、

９社が応募されました。先ほどご説明しました従業

員意識調査の結果等で一次審査を行って、今度、専

門家がそれぞれの事業所に入っていって、二次審査

を行って、年度内に表彰企業を決定する予定でござ

います。できれば、１社から２社表彰したいなと思

ってます。２０２０年度、２０２１年度、２か年で

３事業所に表彰してます。 

 私からは以上でございます。 

○委員長（清水  寛） 岸本部次長。 

○総務部次長（岸本 京子） キャリアデザインの推

進について説明させていただきます。 

 資料の１７ページをご覧ください。現況と課題に

つきましては、その資料に記載のとおりでして、前

年度事業を検証しまして、毎年、見直しを重ねてお

ります。その結果を反映しながら、基本方針のほう

に掲げております自律的なキャリア形成意識の醸

成と定着、階層ごとに身につけておくべきスキルの

習得、男性の育児休業取得など、職場のジェンダー

ギャップ解消の推進に努めています。 

 本年度は、前期アクションプランの最終年となっ

ております。プランの柱は研修が目的ではありませ

んけれども、取組スタート当初、職員のスキルや知

識に思った以上にばらつきがあったというような

ことがございまして、その分を平準化する必要があ

ると判断しまして、研修のほうを継続しております。 

 事業概要につきましては、そのページの下のほう

に記載のとおりでして、昨年度に引き続き、それぞ

れの階層ごとに必要と判断するスキル等を身につ

けるための研修等を実施しております。 

 続いて、進捗状況ですので、１８ページをご覧い

ただきたいと思います。研修実施状況はお手元資料

にございます記載のとおりでして、本年度残す研修

は３月に予定しております２０２３年度採用予定

者の入庁前研修のみとなっております。実は、ちょ

うどこの研修実施の時期が夏場なんですけれども、

新型コロナウイルス感染症のピークに当たってし

まいまして、急遽、欠席者も増えたということで、

若干少なめの人数になってしまっております。そこ

は、今回やむを得ないかなと判断しています。 

 次に、男性の育児休業なんですけれども、取得で

す。１０月末現在で５人が取得しておりまして、平

均取得日数が２０．８日となっております。割合に

ついては、年度末で一応区切って集計をしておりま

すので、対象者の人数がまだこれから増える可能性

もありますので、率については説明のほうは省略さ

せていただきます。 

 次に、後期プランの改定ですけれども、７月２７

日に性別や年代などを考慮しました３７名の職員

による豊岡市役所ひと・みらい２０３０ビジョン会

議と題しまして座談会を実施しております。さらに

加えて、職員のヒアリングを実施するなど、前期の

検証作業を行いながら、改定準備を進めているとこ

ろです。 

 それから、４つ目の職員の意識調査です。１０月

１９日から１１月１日までを調査期間として実施

をいたしました。現在、分析中でございます。最終

取りまとめが２０２３年１月末を予定しています

けれども、結果は後期プランに活用してまいります。

ちなみに回答率は全体で７８％でした。偶然ですけ

れども、２０２１年度も同様のポイントでした。 

 ５つ目に、キャリアサポートシートを活用して、

各部署でのキャリアサポート面談を実施しており

ますが、年度末には目標達成や次年度の目標などに

ついて面談を予定しております。この取組について

はほぼ定着をしておりますけれども、職場の事情に

よって、急遽業務が多忙になったりしているところ

で、若干面談等ができていないという部署もありま
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すので、ここは引き続き啓発をして、部下のキャリ

ア形成支援をそれぞれの部署で継続をお願いした

いと思っています。 

 それから、ハラスメントの外部相談窓口の試行設

置をしております。ハラスメントかどうか判断でき

ないけれども、実はつらい、しかし、人事課等には

相談しづらいという声がありました。今年度７月か

らメールですとか、Ｚｏｏｍによる、オンラインに

よる外部相談窓口を設置しておりまして、１０月末

までに３人が利用しているという状況になってい

ます。 

 次に、最後ですが、消防職場の環境改善を図るこ

とを目的としまして、昨年度から消防全職員を対象

に階層別のワークショップ等を実施をしておりま

す。長年、人によってつくられた職場風土の改革と

いうのは大変時間がかかると実感しております。過

去の経験や出来事にこだわり続けて、未来へ思考が

向かない職員もまだまだ多く存在するというのが

実態です。仮に第三者が方針を示したとしても、納

得できなければ、人は行動に移すことがありません。

自らが働きやすい消防職場にしたいと考える職員、

あるいは自ら変革へ向けた行動をする職員の支援

を続けていく必要があると考えています。現在、下

位階層職員から上位階層職員へ業務改善提案など

を行うなど、消防職場のコミュニケーション環境の

改善の一手段として実施をしているところです。 

 私からは以上です。 

○委員長（清水  寛） 小川課長。 

○人事課長（小川 琢郎） それでは、１９ページ、

人材育成の推進のところをご覧ください。豊岡市の

人材育成基本方針につきましては、昨年の２０２１

年３月に改定を行っております。そこの現況と課題

のところに書いておりますように、それまでの計画、

２００７年５月に策定をしておりましたけども、こ

れについては、合併後の新しい豊岡市のまちづくり

に必要な人材育成の在り方と、それから、取組の方

針をまとめたものでありました。策定から１３年が

経過して、本市を取り巻く状況が変化してきている

ということとか、目指すまちの将来像、小さな世界

都市を実現するために職員一人一人の能力向上が

重要になっているというようなことから改定を行

っております。 

 基本方針として、人材育成基本方針、それから職

員研修基本方針、これに基づいて人事制度を活用し

て、職員の成長を促す。それから課題別研修、それ

から専門機関への派遣研修、自主研修の支援等、こ

ういったことで職員の能力開発を行っております。 

 それから、ハラスメントの防止及び対応指針、こ

れも２０２１年の３月に策定をしておりまして、ハ

ラスメントのない風通しのよい職場づくりに向け

て、職員の意識改革を図るということを取り組んで

おります。 

 概要のところですけども、今年度の特徴的な研修、

３つ掲げております。まず、１つ目に説明力・交渉

力向上研修ということで、これを１０月１９日に実

施しております。職員が６９名参加しております。

研修では、市民の皆さんに理解と納得をしてもらう

ための説明スキルですとか、表現方法、そういった

ものを身につけることを中心に実施しております。 

 ２番目のハラスメント研修ですけども、ここでは、

ハラスメントに関する正しい知識、スキル、こうい

うものを身につけることを目的として研修を実施

しております。これは、下の進捗状況のとこにあり

ますように、７月１１日、実施をしておりまして、

３５人の職員が参加をしております。 

 それから、３番目の接遇力・クレーム対応向上研

修、これにつきましては少し内容を変えて実施をし

ております。進捗状況の下のところに書いてありま

すように、不当要求行為等の防止に関する要綱、こ

れが制定されたと、２０２０年３月に制定をしてお

ります。これに合わせて少し内容を変えて、不当要

求行為等対策研修、これを実施いたしました。８月

３日に実施をいたしまして、２３人の職員が参加を

しております。内容的には、窓口対応職員、それか

ら窓口担当係長みたいな方を対象に、ハードクレー

ム、この対応について講義と演習、こういったもの

を体験するということですとか、クレーマー役の講

師に参加した職員がロールプレーイング形式で研



 6 

修を行うというような内容です。 

 主にはこういうことですけども、このほかにも、

勤務評定の研修ですとか、メンタルヘルスの研修、

それから、県の自治研修所、それから全国市町村国

際文化研修所、日本経営協会、こういった機関に派

遣をして研修を行っておりまして、職員の能力向上

を図っていっております。 

 人事課からは以上です。 

○委員長（清水  寛） 若森課長。 

○コミュニティ振興課長（若森和歌子） 資料は２４

ページになります。コミュニティ振興課からは、地

域コミュニティの推進について説明させていただ

きます。 

 まず、現状と課題です。現状と課題につきまして

は、集落単位では地域の運営が困難になりつつある

状況から、各地域に暮らす住民たちが主体になって、

地域の課題を解決するため、地域コミュニティ組織

が出来上がっております。地域コミュニティでは、

地域づくり計画を策定して、その計画に基づく活動

の推進を図って、地域の課題解決や魅力の創出を図

っていくことが重要だと考えております。 

 基本方針です。基本方針としましては、地域コミ

ュニティ組織が住民自治活動、それから地域づくり

活動を継続的に行うため、中間支援組織と協働で地

域コミュニティ組織を支援して、地域づくりを推進

していくことを基本としております。 

 概要及び進捗状況です。本年度の主な事業です。

１に記載しています地域コミュニティ組織への財

政支援です。財政支援につきましては２種類ありま

して、コミュニティづくり交付金として、組織の運

営、それから活動経費として２９組織に交付してい

るもの。それから、（２）に記載しています活動促

進事業交付金の交付です。この交付金につきまして

は、事業の立ち上げや地域づくり計画の策定に係る

経費として、今年度、５組織へ交付をさせていただ

いております。 

 ２です。地域コミュニティ活動への支援としまし

て、まずは、地域づくり計画の策定支援をしており

ます。現在、策定済みが８、それから策定中が１６、

検討中などが５組織あります。 

 （２）です。地域コミュニティ組織に、市の会計

年度任用職員を地域マネジャーとして派遣して、措

置しております。 

 それから、（３）です。地域運営に係る各種相談

を受けております。 

 それから、３です。豊岡市地域コミュニティビジ

ョンの実現に向けた取組としまして、地域づくり戦

略会議を設置し、今年度は３回予定をしています。

地域コミュニティが始まった作野先生をはじめ、３

人の専門家、それから市民の方が構成される戦略会

議となっております。 

 それから、（２）です。地域づくり職員ネットワ

ーク会議です。これは庁内での各行政区などへ依頼

する業務の削減等の検討を行っております。 

 それから、（３）です。意見交換会です。昨年度

実施しました支え合う地域のしくみを考えるアン

ケート結果の調査の報告と、それから、それに合わ

せて、地域コミュニティづくりについて一緒に考え

るために開催をしております。イに書いていますが、

全体会と、それから、これまでに２７組織で約６０

０名の方に参加いただいています。 

 ４です。資料２５ページになります。住民自治組

織の在り方に関する研究として、島根大学との共同

研究を２０１７年の在り方計画のときから、継続し

て行っております。 

 ５に書いておりますコミュニティセンターの維

持・管理としまして、大きなものとして、（１）で

す。清滝地区コミュニティセンターの長寿命化の改

修工事を行っております。 

 それから、（２）です。日高地区コミュニティセ

ンターの長寿命化改修に係る実施設計を行ってお

ります。 

 コミュニティ振興課からは以上です。 

○委員長（清水  寛） 税務課、宮﨑課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） それでは、続きまして、

２６ページ、２７ページをご覧ください。税務課、

市税の適正課税と収納対策です。基本方針、税務課

は変わらずなんですが、課税客体の的確な把握を努
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めるとともに、滞納処分の適切かつ迅速な執行を行

うことで、自主財源の確保を図るとともに、税負担

の公平化を推進するとしております。 

 現況と課題で書いてますとおり、コロナ禍という

ことで、景気の動向、あるいは国の施策によって税

のほうも影響を受けるし、生活実態によっても、特

に徴収のほうについては対策も必要だというよう

な現状でございます。 

 概要につきましては、大きく４点上げておりまし

て、進捗状況と併せてご説明いたします。 

 まず、市税の適正課税につきまして、市民税につ

きましては、自主申告を促すとともに、扶養控除等

の調査を実施して、適正課税に努めております。ま

た、ｅＬＴＡＸ等を利用した電子申告の普及にも努

めております。固定資産税につきましても、現地調

査等を行いまして適正課税に努めております。 

 進捗状況ですが、市税につきましては、扶養照会、

１１月時点で１，０４９件行いましたし、国税照会

１０９件を行っております。固定資産税につきまし

ては、市内巡回調査、８月に実施しました。職員の

ほうで未評価の家屋がないかということをパトロ

ールさせていただきました。評価候補家屋補足数と

しましては１１３件確認をいたしておるところで

ございます。 

 次に、イとしまして、実地調査補助資料を活用し

た資産異動調査、９月に実施いたしました。これは

ゼンリンの、地図のゼンリンさんが地図を作られる

ときに回れたときに、こちらが、地図にない家屋等

を発見したら教えてくださいというような契約を

いたしまして、その情報を基に異動調査をかけてお

ります。４７件実施いたしまして、確認件数の状況

は、土地が１４件、家屋が３３件でございました。 

 （ウ）です。償却資産実地調査としまして２２６

件、国税資料閲覧１６２件、事業所帳簿確認６４件

です。事業所に帳簿を出していただいて、課税との

差を見ているというような状況でございます。 

 ウとしまして、軽自動車税、死亡者・転出者への

登録変更手続依頼ということで、これ、ちょっと今、

１１月実施中でして、約１，０００件を予定してお

ります。 

 エで、入湯税です。毎年定期検査をしてきておっ

たんですが、コロナ禍におきましては、なかなか接

触を避けたいということもありまして、この３年間

実施はいたしておりません。 

 進捗情報の（２）、申告督促でございます。アの

市県民税につきましては、個人５９６件、法人１９

件、未申告の方に督促をいたしております。イの償

却資産につきましては、６７９件督促を行っており

ます。 

 （３）の電子申告件数です。アからオまで書いて

ますとおり、それぞれこのような件数で申告をいた

だいているところでございます。 

 ２番目に着実な滞納整理の推進ということで、財

産調査、滞納者につきまして財産調査や面談を通じ

まして、担税力の把握に努め、納付を促すとともに、

担税力以上の滞納については滞納整理をやめるな

どのことを行って、個々の生活実態に即した滞納の

解消策を講じておるところでございます。コロナ禍

におきまして、国で徴収猶予の特例ということを１

年やったんですけど、それ以降も同様の措置を続け

るようにということが国のほうからも依頼されて

ますので、引き続き柔軟な対応をいたしておるとこ

ろでございます。 

 進捗状況です。２７ページのほうの２番です。

（１）の差押えは１８４件で、内訳は書いていると

おりでございます。 

 （２）公売につきましては、今年から、不動産に

つきましてもインターネット公売をかけておりま

して、ただいま実施中でございます。 

 次に、３番、滞納抑止に向けた取組といたしまし

て、広報あるいは防災無線等で納期等をお知らせす

るとともに、口座振替による納付を推奨いたしてお

りまして、それと併せて、コンビニ納付やスマホ収

納を活用して、納期限内の納付を推進いたしており

ます。また、年に２回、一斉催告を行いまして、滞

納者には定期的に催告状を送付し、納付のない滞納

者については、早め早めの滞納処分を行って、滞納

額の増大を防いでおります。 
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 進捗状況です。２７ページ３番の部分です。（１）

の日曜納税相談につきましては、年２回予定してお

りまして、７月２４日に１回目を実施し、５人の相

談がございました。次は１月２２日の予定です。 

 （２）の納期限のお知らせの行政放送及び市広報

への掲載ということで、ほぼ毎月行っているという

とこでございます。 

 督促件数につきましては、１万５，０９６件です。

昨年とほぼ変わらない状況でございます。 

 一斉催告につきましては、４月に１，１９７件、

７月に１，１６９件行っているところでございます。 

 次、２８ページをご覧いただきまして、（５）で

す。税別の納付方法の利用実績ということで、口座、

コンビニ、スマホ、それぞれの割合を出しておりま

す。また、第１期分の割合がこのようになってると

いうことでご覧いただきたいと思います。昨年度と

比べましても、おおよそ変わりはないというような

状況が続いております。 

 （６）地方税共通納税システムの利用件数につき

ましては、アの市県民税特別徴収については１，６

７４件、イの法人市民税については２０２件でござ

います。 

 （７）徴収率、９月末現在で５７．４％、昨年と

比べて若干少ない。ちなみに、１０月末の状態は、

逆に今年のほうが少し、末が日曜日か日曜日じゃな

いかというような差ぐらいのところで、ほぼ変わり

はないと。コロナ禍において、ここが落ちてくると

少し心配になってくるんですけど、今のところ、徴

収率については変わりはないという状況でござい

ます。 

 それから、４番目、最後に新型コロナウイルスへ

の対応ということですが、進捗状況で書いてますと

おり、国民健康保険税の減免につきましては、制度

が続いておりまして、今のところ、今年度１４件、

２１８万８，８００円の減免となっております。 

 税務課は以上です。 

○委員長（清水  寛） それでは、当局の説明は終

わりました。 

 委員の皆さんから質疑等あればお願いいたしま

す。いかがでしょうか。（「ちょっといいですか」

と呼ぶ者あり） 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） じゃあ、１点お聞かせくださ

い。 

 地域コミュニティの推進の関係なんですが、まず、

下のほうで、先ほど説明もあった２７組織で説明会、

意見交換会が済んだと、それにはずっと私も地元で

参加をさせてもらったんですが、市長も出とるんで

すね。参加をしながら、それなりに理解も進んでい

るとは思うんですが、そこで出される意見というの

はどのように全体としては反映されていくのかな

と。私が参加したところでは、この財政の問題ね、

支援の問題が、お金が全然足らへんというのが随分

あったように思うんですが、その辺りはどうかなっ

ていう問題と。あわせて、コミュニティのこの推進

の上で小学校の存在っていうのは非常に大きいと

思うんですが、小学校がもう既に廃校になったとこ

ろでのコミュニティのこの問題ですね、問題はない

のかな、あるいはこれからなくなろうと、廃校にな

ろうとしてる学校のところのコミュニティがどう

いう議論がされてるのかなというあたりが分かり

ましたら、まず聞かせてください。 

○委員長（清水  寛） 若森課長。 

○コミュニティ振興課長（若森和歌子） まず、市長

も全部一緒に出席をしております。あわせて、予定

とかが合いましたら、副市長も一緒に出席をしてい

る状況です。その場は、要望・陳情会ではないので

すが、そういった財政支援をしてくれということは

あるんですけれども、まずはちょっと一緒に地域で

考えましょうというスタンスで開催をしておりま

す。ですので、その場で、できます、できませんと

いったような返事もしていません。なので、具体的

にって言われるとちょっと非常につらいんですけ

れども、財政支援につきましては、コミュニティづ

くり交付金のことが中心になるかなと思います。コ

ミュニティづくり交付金については、今、コロナの

関係で実際はちょっと使い切れてないという団体

がありますので、増額というふうなことは考えてい
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ないということははっきりと申し上げているよう

な次第です。 

 それから、廃校ですね、廃校になったコミュニテ

ィというところです。コミュニティ活動の拠点はコ

ミュニティセンターと位置づけていまして、小学校

が廃校となっても、コミュニティ組織、コミュニテ

ィセンターは残るという認識でおります。ですので、

それぞれのコミュニティに、例えば学校がなくなる

ことで、コミュニティが小学校をどれだけ利用して

いるかっていうところがかなりかかわってくると

思います。ただ昔でいいましたら、公民館活動で、

運動会を年１回やってたために学校を使ってたと

いうようなことが、そのまま、引き続き小学校の跡

地をコミュニティ組織が学校管理も担うことがで

きるのかというところも非常に大きな問題だと思

っていますので、ちょっと簡単にはいかないかなと

考えています。以上です。 

○委員長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） いろいろご苦労なことも多い

と思うんですが、住民の意見をしっかり聞いてもら

いながら、同時にコミュニティの全体としての推進

というのが果たせるように、これはむしろお願いを

しときたいなと思っています。 

 それから、ついでにいいですか、もう１点。 

 税務の関係で、扱われとるのは市民税や、特に目

につくのが軽自動車、自動車の、倒産、廃業で相続

放棄をされた場合に、軽自動車がそのまま何年も何

年もナンバーがついて放置の状態が続く場合があ

るんですね。あれ何とかならんもんなんですか。軽

自動車だけですけども、担当は、普通車も含めてね。

普通車はうち知らんわってこうなるんでしょうけ

ども、何とか、あれ大変な、今の税法上の問題があ

ると思うんだけど、何とかならんもんですか、あれ

は。 

○委員長（清水  寛） 宮﨑課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） 廃車をされたら廃車届を

出していただくという制度になっておりまして、そ

れが出てこない間は、こちらは課税し続けていると

いう状態になって、税が入っている以上、こちらは

放置されてるかどうかということの確認まではい

たせてない状態です。 

○委員長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 廃車されて、あるいは税が入

るかという問題じゃなくて、相続放棄をされた車が、

相続人が、持ち主がないわけですので、そのままほ

ったらかしになるんですよ、ナンバープレートがつ

いたまんま。ナンバープレートがついとるから税が

入っとるかいったら、入ってないと思うんですね。

持ち主が宙に浮いとるわけですから、相続放棄で。

そういう車のこと。 

○委員長（清水  寛） 宮﨑課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） であったとしても、納付

書をお送りして、入ってる場合も、例えば口座落と

しであるとか、相続代表人の方に納付書が渡って入

ってる場合がある。なので入ってないとすると、お

声がけをして、もう廃車をされたらどうですかであ

ったり、かかってる税についてはお支払いいただか

んのですけど、そういったお声かけをする。実態が

分かってからの対応しかできてないということで

す。 

○委員長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） そうでなくて、ちょっと擦れ

違いがあるようなんですけども、相続を放棄された

軽自動車が仮にあると、この軽自動車は税は入らへ

んでしょう。相続がもう放棄されて、持ち主はいな

いんだし、相続も放棄されたら、宙に浮いとるちゃ

うの。ほんで、なおかつ税が入ったりせえへんでし

ょう。そのこと。 

○委員長（清水  寛） 宮﨑課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） そうです。おっしゃると

おり。相続放棄をされると、裁判所に放棄の手続さ

れると、こちらは賦課することができないです。そ

の自動車が残ってるっていう状態が、こちらがそう

いう状態が分かった時点で、廃車手続をどなたかに

していただかんな、やっぱりそのままに残ってしま

いますので、それと、逆に賦課できないという、こ

のミスマッチというんですか、がありますので、そ

ういったときには、本来は、それが財産として売れ
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るなら、裁判所から管財人をお金をかけて立てて、

それを売却してとなるんですけど、なかなかそこの

元が取れないので、そのままの放置ということで、

課税できないし、そのものはそこにあるわなってい

うことになっちゃってる現実があります。それの処

分を税務課ができるかっていったら、できないので、

残念ながら、そのまま放置されているということで

す。 

○委員（村岡 峰男） だから、何とかええ方法ない

ですかって聞いたの。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） それは、すみません、遠

回りになっちゃいましたけど、正直なところ、ない

ということ、税務課としては何ともしようがないと

いうことでございます。 

○委員（村岡 峰男） なるほど、はい、また別のと

ころでやります。はい、いいです。 

○委員長（清水  寛） ほかいいですか。 

○委員（村岡 峰男） はい。 

○委員長（清水  寛） ほかよろしいですか、皆さ

ん。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） １９ページの人事課さんのと

ころのなんですけれども、職員研修のところで、ク

レーム対応、不当要求、このクレームをかかるとい

うことは、職員さんにとってとてもしんどいことや

と思うんです。市の窓口って一番身近な窓口なので、

一番言いやすいから、遠慮なしにがんがん言ってき

なったりとか、こだわりの強い人とか、いろいろ特

性抱えておられる方が多いと思うんですけれども、

そういう税務課にも共通してると思うんですけれ

ども、滞納者の中にはいろいろ特性抱えてる方はた

くさんおられて、そういう方に関する、その特性を

理解するための研修というのはこの中に、不当要求

行為等対策研修とか、この中に何か含まれているん

でしょうか。分かりやすくいえば、発達障害の理解

講座みたいなのはありますでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 小川課長。 

○人事課長（小川 琢郎） 今回実施しましたのが、

ハードクレームに対応する、ヘビークレームみたい

なものが中心の内容で、この内容的にはヘビークレ

ームにどういうふうに対応するのか、そのクレーム

自体がそもそもハードクレームと言えるのかどう

かとか、その定義ですとか、それを断る断り方の身

につけ方ですとか、そういう、例えばもっと組織で

対応するような対応が必要だとかっていうような、

実際にあった場面でどういうふうに対応するかっ

ていうことが中心の研修でした。 

 そこで、今回、義本委員が言われたような発達障

害みたいなことを理解するっていうことは今回は

含まれておりません。 

○委員長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 職員間の中でも、職場の中で

もそうだと思うんですけど、やっぱりいろんな課題

を抱えてる職員さんもおられてというのは、私も

日々感じてた、あちこちで感じてることはあるんで

すけれども、それを理解しないと、一緒に働いてる

人もやられてしまいますし、また、対市民さんでも、

対応する人のメンタルがやられてしまうと思いま

すので、そこを守るためにも、まず、対応方法はも

ちろん大事ですけど、なぜそのクレームになるのか

っていう、ベースに何かがあるからそのハードクレ

ームになるんだというような、そういう原因に向け

てのちょっと研修も今後したほうがいいのではな

いかなと私は考えておりますので、はい、以上です。

これは要望です。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかございますか。（「あともう１個だけいいで

すか」と呼ぶ者あり） 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） コミュニティのところで、中

間支援組織と協働してって、中間支援組織さんが関

わるようになってもう何年かなったんですかね、関

わるようになって、どういう成果が出て、どう変わ

ったかというのをどこかで何か検証等はされてま

すでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 若森課長。 

○コミュニティ振興課長（若森和歌子） 中間支援組

織は、地域と住民さんとの間に立って、両方の支援
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を行うというような組織になっています。去年、２

０２１年の４月に立ち上がって、今、２年目を迎え

ています。その活動については、ちょっとまだ不十

分なところもあるかとは思うんですけれども、地域

の方、主に地域コミュニティ組織なんですけれども、

と、うちのほうと一緒に同じような方向に向かって

地域づくりを進めていくというとこです。検証につ

きましては、地域づくり戦略会議、先ほど年間３回

しますと言ってたんですけれども、その中で活動内

容の報告とか、今後の方向性についてのアドバイス

を専門家のほうからいただいているという状況で

す。 

○委員長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） すみません、地域づくり戦略

会議のこの中に書いてあることですかね、ごめんな

さいね、ちょっと見落としとって。 

○コミュニティ振興課長（若森和歌子）  

○委員長（清水  寛） 若森課長。 

○コミュニティ振興課長（若森和歌子） いえいえ、

資料が２４ページになります。３の地域コミュニテ

ィビジョンの実現に向けた取組の（１）の地域づく

り戦略会議というところです。 

○委員長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） これは傍聴とかできるんでし

ょうか。 

○委員長（清水  寛） 若森課長。 

○コミュニティ振興課長（若森和歌子） 傍聴ですか。 

特に問題ないと思いますので、はい。 

○委員長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） ありがとうございます。 

 それと、もう１点よろしいでしょうか。 

 ３の１個下の（２）のところで、地域づくり職員

ネットワーク会議、ちょっと聞き漏らしたんですけ

ど、業務量の削減の会議という、もうちょこっと説

明してもらってもよろしいですか。 

○委員長（清水  寛） 若森課長。 

○コミュニティ振興課長（若森和歌子） そもそもこ

れ、２０１７年の在り方計画、コミュニティになっ

たようなタイミングで、その中で地域コミュニティ

組織ができた背景として、行政区の力がどうしても

弱くなってきたということがございました。その中

でどんどん行政区の力が衰退していく中で、行政が

区長さんとかにたくさん依頼をしてる内容があり

ます。その内容を例えば削減できないのかとか、合

体できないのかとか、縮小できないのかというよう

な検討を庁内でやっている、検討している、区に依

頼する業務の改善を目指しているという組織にな

ります。 

○委員長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。ほかござ

いませんか。（発言する者あり）よさそうですね。 

 それでは、ないようですので、これで、前半の部

を終了します。 

 ここで、委員の皆さん、当局の皆さんから何かあ

りましたらご発言願います。 

 よろしいですね。 

 当局の皆さんにつきましては、宮﨑税務課長、瀬

崎税務課参事、山根竹野振興局地域振興課参事を除

いて、ここで退席いただいて結構です。お疲れさま

でした。 

 じゃあ、ここで暫時休憩します。再開は１０時２

５分。 

午前１０時１６分休憩 

──────────────────── 

午前１０時２１分再開 

○委員長（清水  寛） そしたら、皆さんそろいま

したんで、そしたら、休憩前に続いて会議を再開い

たします。 

 これより議事順序を変更し、５、報告事項、車検

切れ公用車の公務使用についてに入ります。 

 それでは、説明お願いします。 

 竹野振興局、石田局長。 

○竹野振興局長（石田 敦史） それでは、竹野振興

局から、このたびの車検切れ公用車の公務使用につ

いて、おわびと報告を申し上げたいと思います。 

 議員の皆様には、既に１１月８日火曜日に資料配
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付させていただき、１１月９日水曜日の朝刊での新

聞報道でもありましたとおり、竹野振興局が管理し

ておりますリース車両の公用車について、車検の有

効期限が既に切れているにもかかわらず使用して

いた車両が１台あることが１１月４日金曜日に判

明いたしました。市政に対する市民の皆様の信用を

損なう事態となり、深く反省し、おわび申し上げま

す。 

 今後、こうした不適正なことが生じないよう、再

発防止に努めてまいります。このたびは大変申し訳

ございませんでした。 

 以降の説明につきましては、安全運転管理者の山

根参事が説明いたしますので、よろしくお願いいた

します。 

○委員長（清水  寛） 山根参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（山根 哲也） まず、

原因及び概要でございます。車両管理の担当者が車

検手続を失念していたこと及び運転者が車両運転

の際に車検期間の満了日を確認していなかったこ

とによるものでございます。車検期間の満了日は本

年の７月１５日、自賠責の保険の満了日が本年８月

１６日、車検切れの使用期間が本年７月１６日から

１１月４日までです。走行距離が１，３４９キロ、

使用回数７７回、使用日数が５３日で、使用した人

数が８名となっております。 

 判明した経緯でございますが、国土交通省の自動

車局整備課から届いた車検満了通知のはがきによ

って、１１月４日、車検切れが判明をしております。

判明後の対応でございます。判明後は、直ちに該当

車両の使用を中止し、業者へ車検手続を手配すると

ともに、１１月４日に車検業者へ引渡しをいたして

おります。 

 総務課においては、市役所の全ての公用車につい

て車検証の目視による車検の有効期限の点検を行

い、ほかに車検切れの公用車のないことを確認して

おります。 

 再発防止の対応策でございます。まず、１つ目で

すが、職員間の情報共有ができますオフィスシステ

ムのｅ３ｏｆｆｉｃｅ（イーキューブオフィス）の

パソコン上で車検期間の満了日が分かるように入

力、表示するとともに、ここちょっと表現が分かり

づらいのですが、ポップアップというのは、メール

送信機能でございまして、それを活用して、担当職

員ほか５名に車検満了日１か月と１週間前にお知

らせメールを送信するなど、職員の失念防止を図っ

てまいりたいと考えております。 

 ２つ目としましては、車両の鍵を保管しておりま

す事務所内の収納箇所に車検満了日が確認できる

ように紙を掲示、また車両の運転前に車検期間の満

了日が確認できるよう車内表示や運転前点検簿の

表、表紙でございますけれども、そこに車検期間の

満了日を拡大表示するなど、失念防止を図ってまい

ります。 

 ３つ目としまして、車検期間の満了日１か月前か

らは、車検が確定していない場合は、車両を予約で

きないように予約表を管理して、失念防止を図って

まいりたいということで、以上につきましては、既

に対応をさせていただいてるところでございます。 

 説明は以上でございます。誠に申し訳ありません

でした。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 何か質疑はございませんか。 

 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） 聞いたら悪いかもしれんけど、

道路交通法違反なんで、警察の対応と、警察からの

何かの処分というか、あれは何かあった。 

○委員長（清水  寛） 石田局長。 

○竹野振興局長（石田 敦史） 警察の事情聴取とい

うのがまだ行われておりません。一応、運転した職

員が合計８名おったというふうなことなので、豊岡

警察署の交通課から聞いてるのは、運転者８人の事

情聴取はさせていただくんだけども、ちょっと日程

については、いつになるかはまだ決まってないとい

うふうなことの連絡を受けております。その結果に

よって、検察庁のほうにいわゆる書類を送られて、

それからの処分があるというふうなことになると

思いますが、今のところは、今、決まっている状況

が、まだ事情聴取も決まってないので、それからは、
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そういった今言ってる流れになってくるだろうな

というふうに思ってます。以上です。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（木谷 敏勝） はい。 

○委員長（清水  寛） ほかございませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） この写真説明してえな。これ、

２３年１２月１２日っていうのは、何だいな、書い

てあるけど、これどういう。 

○委員長（清水  寛） 石田局長。 

○竹野振興局長（石田 敦史） これは、竹野振興局

の、７台公用車を保有しておるんですが、そのうち

の１台が、これ、ハイゼットカーゴっていう軽四の

箱バンだったと思います。これが２０２３年の１２

月１２日に車検が満了するという一つの例でござ

います。全ての車両にこういった、車内に運転者が

目につくところにこういった表示をしているとい

うのがまず１点。それと、車両運行簿のほうに、次

の下の写真です。車両運行簿にもこういった車両、

このハイゼットカーゴの運行日誌ですが、そちらに

もこういった表示をしておるというふうなこと。 

 次のページ、めくっていただいたら、これが、竹

野振興局で公用車を管理してますキーボックス、そ

れぞれ、ちょっとこれ見づらいんですが、７台とも

全て、車種と車両の番号、それと車検の満了日とい

うふうなことを記載しておる一覧表をこのキーボ

ックスにも掲げてます。 

 次の最終ページの部分ですが、これが先ほど参事

のほうが説明いたしました、職員間で情報共有でき

るｅ３ｏｆｆｉｃｅ（イーキューブオフィス）って

いう、いわゆるグループウエアっていうんですが、

そちらの公用車の予約画面で、例えばこの車両が、

これ見ていただいたら、これは２トンダンプ、タイ

タンの予約の画面なんですけれども、これが令和５

年４月３日が車検満了日となってます。ですから、

それの１か月前、令和５年の、２０２３年の３月３

日の１か月前から満了となる日まで、これをもう既

に車検の、使えないようにというか、もうあらかじ

め予約をしてしまう状況の画面に、予約をしてしま

います。ですので、こちらにメンバーって書いてる

職員が、竹野振興局の職員６名ほど記載してますが、

その職員には、この予約してる２０２３年の３月３

日の１週間前、ずっと下、見ていただいたら、お知

らせメールというふうなところに、１週間前に送信

っていうふうな記載がされてると思いますが、要は

２０２３年３月３日の１週間前には、この該当して

る職員にメールが届くと。いわゆる、要車検予約、

満了、令和５年４月３日というふうな予約の画面が

そのままメールで該当職員に送信されるというこ

とで、こういった４点ほどで未然防止を図っていき

たいというふうに考えてます。以上です。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（村岡 峰男） はい。 

○委員長（清水  寛） ほかございますか。 

 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） 新規の再発防止の対応の中で、

新規の対応というのはどちらになりますか。これ全

て今回の件から再発防止になったのか、そもそも、

もともとあったものもあったのかというのは。 

○委員長（清水  寛） 山根参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（山根 哲也） もとも

とありましたのは、運行前点検簿に、車検満了日を

記載をしてたのですが、非常に小さくて見づらく、

乗ってる人間、誰かが気がつけば良かったのですけ

ど、誰も気がつかなかったというのがあったので、

そこを拡大するのと、あとは、今まで３回ございま

したので、総務課のほうからいろいろ対策を取れと

いうようなことを聞いていて、一応検討はしてたの

ですが、できてなかったというのがあったので、ほ

かのことについては新規、今回それにさらにという

ことで、振興局としては総務課より先んじてじゃな

いですけど、対策のほうを取らせていただいている

というようなところでございます。 

○委員長（清水  寛） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） ありがとうございます。 

 これ、竹野振興局に聞くのもどうなのかなと思う

んですけど、ほかの車両とかの点検とかこういった

徹底というのは、これを機に何か訴えかけられたり
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とかというのはあったりするんですかね。ほかの公

用車を使う際にも、こういった防止対策というのは

一律して豊岡市役所内に反映されてるようになっ

てるのかってお聞きしたいです。 

○委員長（清水  寛） 石田局長。 

○竹野振興局長（石田 敦史） 今回の事案が４回目

だったということでありましたので、私がちょっと

お答えするのはどうかなと思うんですが、本来車両

の管理は総務課、総務部のほうでございますので、

その辺は新たに、今、竹野振興局ではこういったウ

エビックという職員の情報共有システムのほうで

こういった形を取りたいと思ってるんですが、総務

課のほうではまた新たにアプリ機能を使ったりと

か、ｋｉｎｔｏｎｅを使ったりとかいうようなこと

を今、検討されとるというふうに伺ってますので、

それが年内にされるかどうか、ちょっとその辺りは

私どものほうではちょっとお答えできにくいんで

すが、ただ、再発防止のためにまた新たな取組とい

うのは、今、総務部のほうでも検討されてるという

ふうに伺ってます。 

○委員長（清水  寛） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） ありがとうございます。 

○委員長（清水  寛） いいですか。 

○委員（荒木慎大郎） はい。 

○委員長（清水  寛） ほかございませんか。 

 芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） 本当にこの新聞報道を見られ

た市民の方々、何をしとるんだというお叱りの声を

聞きました。こんなん、一般企業であれば、今回、

竹野振興局は竹野振興局で車両管理者を置かれて、

各振興局、置かれてると思うんで、この車両管理、

総務部ってさっき言われましたけど、豊岡市には一

体公用車が何台あって、その車両管理の、車検に入

れたとかいうのは、僕は総務部が管理をして、一斉

に各振興局に流すべきちゃうかなと思うんですよ。

それが何で取られてなくて、こんなん一般企業だっ

たらほんまえらいことですよという感じがするん

だけども、もっともっと再発防止のところを抜本的

にやるべきちゃうかな。竹野振興局だけの問題では

なくて、ほかの振興局も含めて一回、何台の車両が

どういった車両管理ができてるんだということは

一括して、豊岡市の一括窓口でやらないと、車が竹

野振興局は何台必要かということも含めて、そうい

った管理を、全体的な管理をすべきちゃうかなとい

う感じがしますので、再発防止というか、これ４回

目と聞いて、もう本当に、全然、人の車やからとい

う感覚で、思ってるんじゃないかなという感じがし

ますので、もう一度、再発防止を、これだけだと全

然物足りなく私は思いますけども、その辺のところ

はどうですか。 

○委員長（清水  寛） ちょっと部があれなんで、

なかなかお答えとしてはあれなんですけど、一般的

なコメントとして何かあれば。 

 石田局長。 

○竹野振興局長（石田 敦史） ちょっと先ほども申

し上げておりましたが、今回の４回目になるまでに、

第３回目の都市整備部のチクタクの地元協議会の

ほうに貸してる車両が車検切れになってたという

ところがあったときにも、当然、毎月の定例庁議、

月初めの定例庁議で各幹部職員に総務部から再発

防止というふうなことのお知らせいうんでしょう

か、そういったことを全職員に周知というふうなこ

とも既になされておる状況でもございました。我々、

竹野振興局のほうでもその定例庁議を終えて、全職

員にも、うちにこういった車両はないだろうなとい

うふうなことの確認は私のほうからも執り行った

ところなんですが、職員の失念でこういった事案が

発生したということでございます。 

 全車両がというふうなことの、今、お話もあった

と思いますが、今、総務課のほうで、リース車両と

しては恐らく全振興局の車両も含めて、庁舎内には

３４０台程度あったと思います。今言ってるような

新しいアプリ機能を使ったりとかいうふうなとこ

ろで、今、検討がなされとるというふうなことでご

ざいますので、ちょっと私のところではそういった

ことしか申し上げられませんが、再発防止はもう

重々執り行われるというふうに伺っております。以

上です。 
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○委員長（清水  寛） よろしいですか。また詳し

くは一般質問でよろしくお願いします。 

 ほかありませんか。 

 そうしましたら、質疑を打ち切ります。 

 それでは、石田竹野振興局長、山根竹野振興局地

域振興課参事はここで退席いただいて結構です。ご

苦労さまでした。 

 続いて、どうしましょうかね、こっちの席に移っ

てもらいましょうか、せっかくなんで。 

 続いて、５の報告事項、（２）税の口座振替済通

知書送付事務及び土地台帳等閲覧事務の廃止につ

いてに入ります。 

 それでは、説明お願いします。 

 宮﨑税務課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） お配りしている資料をご

覧ください。 

 新年度、来年度より税務関係事務の取扱いについ

て、２点、見直しを予定しておりますので、ご報告

いたします。 

 まず１点目です。税の口座振替済通知書送付事務

を廃止したいと考えております。現在、希望者に対

しまして振替済みである旨をはがきで通知してお

ります。２０２１年度、延べで２万３，８０８通、

送付いたしました。これにつきまして、年度末をも

って廃止し、年度内に対象となる皆様へお知らせす

る考えでございます。 

 効果としましては、郵送料が１５０万円程度かか

っておりまして、その分が削減できます。 

 （３）その他です。口座振替済通知書は、納税証

明には使用できず、確認後破棄されるケースが大半

と思われます。紙資源の削減効果も期待でき、地球

温暖化防止対策にもつながると考えております。 

 ②としまして、二輪の小型自動車につきましては、

今、軽ＪＮＫＳという制度で車検のときには納税さ

れてるかどうかということが分かるシステムが全

国的に準備されておりまして、その対象に二輪の小

型自動車がならないということで、その部分につい

ては車検にこの口座振替の、されてる方については

車検で証明書が必要になりますので、この部分だけ

は残さざるを得ないという状況です。１００台程度

ございまして、これは手作業じゃなくて、機械で１

００ぐらいぱっと出せるんで、この部分だけは残す

ということになります。 

 それから、２番目に土地台帳等の閲覧事務の廃止

を行います。（１）内容につきまして、現在、登記

情報等を基に作成した土地台帳及び家屋台帳の閲

覧事務を行っております。手数料３００円頂きまし

て、年間の利用者数は数十名と少ない状況でありま

す。両台帳は、土地台帳法、家屋台帳法の廃止によ

り閲覧に供する役割は既に終えております。代わり

に市町村には固定資産税課税台帳の備付けが義務

化されているところです。また、台帳の閲覧は、納

税義務者に限られるものとなっているとこでござ

います。昨今、個人情報等の観点から、多くの自治

体で土地台帳及び家屋台帳の閲覧事務を廃止して

おり、豊岡市につきましても今年度末をもって当事

務を廃止し、年度内に市ホームページ等でお知らせ

をしたいと思います。 

 先ほど閲覧者は少ないと申し上げましたので、来

られる方は士業の方がほとんどですので、来られた

ときにこんなことになりましたということはチラ

シ等をお渡ししながら、混乱がないようにしたいと

考えております。 

 効果としましては、窓口事務の効率化を図ります。 

 （３）でその他です。不動産の情報は法務局で交

付できますし、インターネット上でも登記情報提供

サービスがございますので、うちがやめたからとい

って大きく困られることはない。うちの情報という

のはもう更新作業していないので古い情報になり

ますので、新しいものを見ようと思えば法務局へ行

くということが通常ということになりますので、廃

止を決定したとこでございます。以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明終わりました。 

 質疑はございませんか。よろしいですか。 

 それじゃあ、質疑を打ち切ります。 

 それじゃあ、当局の皆さん、ここで退室いただい

て結構です。ご苦労さまでした。 

 ここで暫時休憩します。５分間。 
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午前１０時４１分休憩 

──────────────────── 

午前１０時４４分再開 

○委員長（清水  寛） それでは、休憩前に引き続

き会議を再開します。 

 後半は、議会事務局、政策調整部、デジタルトラ

ンスフォーメーション推進部、消防本部の職員に出

席を要請しておりますので、ご了承願います。 

 それでは、３の自己紹介に入ります。 

 １１月１５日の臨時議会において、新たな役員の

選任が行われ、当委員会も新しい体制となりました。

ここで、出席者の皆さんに自己紹介をお願いしたい

と思います。 

 まず、正副委員長、次に委員、続いて説明員、最

後に事務局という順でお願いします。 

 なお、当局職員は委員会名簿順で、マイクを使用

してお願いいたします。 

 それじゃあ、改めまして、皆さん、こんにちは。

ご苦労さまです。この１年お世話になります、清水

でございます。この総務委員会が所管する部局は、

もう豊岡市の本当に扇の要に当たる部局が多いと

思います。特に市の頭脳となる部局と思いますので、

それぞれが万全の体制で機能するように、この職責

にしっかりと見合うべく力いっぱい頑張ってまい

りますので、委員の皆さんも当局の皆さんもどうぞ

よろしくお願いします。 

○委員（芦田 竹彦） 副委員長の芦田でございます。

どうぞよろしくお願いします。 

○委員（村岡 峰男） 村岡です。どうぞよろしくお

願いします。 

○委員（義本みどり） 義本みどりです。よろしくお

願いします。 

○委員（木谷 敏勝） 木谷敏勝です。よろしくお願

いします。 

○委員（森垣 康平） 森垣です。よろしくお願いい

たします。 

○委員（荒木慎大郎） 荒木です。よろしくお願いい

たします。 

○事務局長（熊毛 好弘） 失礼します。議会事務局

長の熊毛です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局次長（坂本英津子） 失礼します。議会事務

局次長の坂本です。よろしくお願いします。 

○政策調整部長（塚本 繁樹） 失礼します。政策調

整部長の塚本繁樹です。どうぞよろしくお願いしま

す。 

○政策調整部次長（久保川伸幸） 政策調整部次長兼

公共施設マネジメント推進室の久保川です。よろし

くお願いします。 

○秘書広報課長（山口 繁樹） 秘書広報課長の山口

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○秘書広報課参事（小野 弘順） 秘書広報課参事の

小野といいます。よろしくお願いします。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 政策調整課長の井上

靖彦です。よろしくお願いいたします。 

○財政課長（長谷川幹人） 財政課長の長谷川です。

よろしくお願いします。 

○防災監（山本 尚敏） 防災監の山本尚敏と申しま

す。よろしくお願いします。 

○防災課長（畑中 聖史） 防災課長の畑中聖史と申

します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○消防長（井﨑 博之） 消防本部消防長の井﨑でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

○消防本部次長（上田 有紀） 消防本部次長兼ねて

総務課長の上田でございます。よろしくお願いしま

す。 

○消防本部参事（川見 真司） 消防本部参事兼ねて

豊岡消防署長の川見と申します。よろしくお願いい

たします。 

○予防課長（井上 光彦） 消防本部予防課の井上と

いいます。よろしくお願いいたします。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） デジタ

ルトランスフォーメーション推進部ＤＸ・行財政改

革推進課長の若森洋崇と申します。よろしくお願い

します。 

○情報推進課長（中奥  実） 失礼します。最後に

なります、情報推進課長の中奥です。よろしくお願

いします。 

○事務局主幹（山本 慎二） 議会事務局の山本です。



 17

よろしくお願いします。 

○委員長（清水  寛） ありがとうございました。 

 当分の間、このメンバーで委員会審査を対応いた

だくこととなりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、４の協議事項に入ります。 

 （１）委員会所管事項の事務概要についてを議題

といたします。 

 まず、当局から一通りの説明を受けた後、各委員

から質疑等を受けたいと思います。 

 なお、委員の皆さん、当局の皆さんは質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔

明瞭に行うなど、スムーズな議事進行にご協力をお

願いいたします。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用して発言者名を名のってから行ってい

ただきますようにご協力をお願いいたします。 

 それでは、当局からページ順で説明を願います。 

 まず、政策調整部政策調整課、井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 資料の５ページをお

願いいたします。地方創生、人口減少対策の推進で

す。 

 まず、現況と課題です。人口減少がまちの存続に

関わる非常に大きな問題となっており、２０１５年

度から豊岡市では地方創生を戦略的に進めていま

す。 

 基本方針のところです。２０１９年度には第２期

地方創生総合戦略を策定し、第１期に引き続き、定

住する若者、とりわけ若い女性を増やすことと、結

婚する若者を増やすことを対策の柱として取り組

んでいます。 

 概要です。まず、第２期地方創生総合戦略の期間

ですが、２０２０年度から２０２４年度までの５年

間としております。 

 ２の戦略体系ですが、上位目的、これは長期的に

実現したい状態を示すもので、豊岡に暮らす価値を

認め、豊岡で暮らすことに自信と誇りを持って住む

人が増えているとしています。その下の戦略目的で

すが、これは５年程度で実現したい状態を表してお

ります。それを、暮らすなら豊岡と考え、定住する

若者が増えているとしております。この戦略体系図

では、この下にさらに６つの主要手段を設けて推進

をしています。 

 ３ですが、第２期総合戦略の新たな視点と遂行に

当たっての留意事項として記載しており、１から６

の６点を上げております。 

 ６ページをお願いいたします。進捗状況です。地

方創生戦略会議を６月６日に開催をしています。こ

れは、市民の方、有識者の方と関係職員が同席をし

て、１年間の事業進捗や意見交換をするものです。

２点目、会議での意見を受けまして、地方創生総合

戦略第４版を策定しております。８月２２日に改訂

版という形で出しております。改訂内容については、

（１）、（２）に記載のとおりです。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 長谷川課長。 

○財政課長（長谷川幹人） 財政課から報告をいたし

ます。 

 財政健全化の推進としまして、現況と課題です。

普通交付税の合併算定替えの優遇措置の終了、社会

保障関係経費の増大、新型コロナの対応等によりま

して、財政状況がますます厳しくなる状況の中、２

０２２年度の予算につきましては、市民の日々の暮

らしを支え続けることを念頭に、後年度の行財政運

営に配慮した編成としております。市税につきまし

ては、入湯税以外の税目につきましては、コロナ前

の水準に戻ると見込んでおりまして、前年度当初予

算と比較して約６億７１２万円の増収。地方交付税

は、普通交付税、特別交付税ともに同額の１６６億

３，０００万円、地方譲与税及び各種交付金につき

ましては２７億２，８９９万円を見込んでいる。ふ

るさと納税につきましては、２０２１年度も好調で

あったことから、２億円増の１０億円としておりま

す。市債につきましては、４３％の大幅減の２８億

４９０万円、２０２２年度末の一般会計の市債残高

見込みにつきましては約４３６億円、自主財源比率

も３４％と見込まれ、依然として脆弱な財政状況、

基盤であるということになっています。実質公債費
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比率につきましては１５％と見込んでおりまして、

２０１６年度の１１．８％から増加傾向にあり、今

後も市債発行額の抑制に努めるなど、慎重な財政運

営が必要というふうに考えております。 

 基本方針につきましては、第４次行財政改革を強

力に推し進めまして、市有財産の売却、貸付け等の

歳入確保の推進、歳出の効果的、効率的な実行、不

安定なふるさと納税だけに頼ることのない財務体

質の確立を図るとしております。また、コロナの終

息が見通せない中、感染防止のための環境整備、市

民生活や地域経済の下支えなど、市民の安心・安全

につながる施策を適切に実施していくということ

にしております。 

 概要です。１、地方創生臨時交付金事業の実施。

コロナの拡大防止策及びポストコロナのための地

方創生臨時交付金を活用した感染症予防対策の取

組、企業の業績悪化対策等のための取組、観光等反

転攻勢のための取組を進めるということにしてお

ります。 

 ８ページに自主財源の確保としまして、債権の適

時適切な管理を行うとともに、徴収面の強化に努め

る。未利用土地、不要物品等の計画的な売却処分を

実施しまして、財源確保に努めるということにして

おります。 

 ３、関係団体を含めた財政健全化への対応としま

して、財政健全化のための公営企業、第三セクター

に係る経営状況の把握に努めるということにして

おります。 

 ４、指定管理施設の評価としまして、指定管理者

制度評価委員会を設置、指定期間が満了する施設に

つきましては、引き続き同制度で施設を管理するこ

との適否、指定管理者の募集方法、指定管理者とし

ての適否につきまして評価するということにして

おります。 

 ５、使用料、手数料等の見直しにつきましては、

従前から３年を目途に、行政コストの算定や近隣市、

民間サービスの比較等による見直しを行い、受益者

負担の適正化に努めるということにしております。 

 続いて、進捗状況です。 

 １、臨時交付金事業の実施です。感染症予防対策

としまして、公共施設トイレの感染症予防対策の実

施、企業の業績悪化対策、観光等反転攻勢のための

取組としまして、ステップアップ支援補助金の拡充、

水稲営農継続支援給付金の支給、２０％のプレミア

ム付商品券の発行、デジタルスタンプラリー等を実

施をしております。また、原油価格・物価高騰等の

対策としまして、子育て世帯への家計応援給付金、

これ２万円になります、の支給、給食費値上げ相当

分の公費負担、介護サービス事業所等への車両燃料

代の支援、肥料等生産資材の高騰に対する支援、５，

０００円分の家計応援商品券の配布等を実施をし

ております。 

 ２、自主財源の確保としまして、（１）債権管理

です。債権放棄の予備審査のため、債権管理委員会

を２月に実施する予定でございます。 

 （２）不用財産としまして、ア、不動産です。不

動産の業者と市有物件売却支援業務委託契約を締

結しまして、未利用資産の売却を推進をしておりま

す。１０月に実施した入札では、１４物件中１物件

に落札者がありました。残りの物件については、随

時募集による早期売却を行っていきます。ちなみに、

次回につきましては、来年２月頃に一般競争入札を

行う予定にしております。 

 イ、物品としまして、インターネットで消防車等

１３物件を売却。公有車等、インターネット公有物

件売却に今後出品する予定にしております。 

 ３、関係団体を含めた財政健全化への対応としま

して、三セクの経営支援のため、アドバイザーを年

３回派遣をします。対象事業者は、日高振興公社、

北前館、シルク温泉やまびこ。各事業者が抱えます

経営課題について把握し、事業者の問題解決に向け

た糸口を提供するといったことを実施をしており

ます。 

 ４、指定管理者の施設管理、管理運営に関する評

価としまして、（１）指定管理施設の管理運営に関

する評価マニュアルに基づきまして、評価を行って

おります。 

 （２）７月に指定管理者制度評価委員会を開催し
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まして、年度末で指定管理期間が満了し、次年度以

降も継続する２８施設について総合評価を行いま

した。結果につきましては、２０２１年度の各施設

の管理運営状況の公表に合わせて行う、予定では今

月中にアップをする予定にしております。１０月に

２０２０年度以降指定管理者制度導入及び更新す

る施設の指定管理者候補者を選定する審査会を２

回実施をしております。更新施設は１４施設でござ

います。 

 ５、使用料及び手数料の見直しです。コロナ禍の

影響によりまして、利用者が急激に急減など急に減

ったということで、通常の管理運営とは異なり、見

直しの基礎となる原価計算を行うことが困難なた

め、今回につきましては見直しを見送るということ

にしております。 

 ６、長期財政見通しに基づく財政運営としまして、

２０３１年度までの１０年間の財政見通しを作成

し、８月に公表しております。１０年間の期間中の

収支額は５４．３億円の赤字、年平均で５．４億円

の赤字を見込んでいるといったことになります。 

 （２）財政状況の開示状況としまして、ア、ホー

ムページの掲載、補正予算につきましては随時、８

月に長期財政見通し、２０２１年度の決算を掲載を

しております。１０月に２０２３年度、次年度の予

算編成方針をアップをしております。 

 イ、市広報掲載としまして、１０月には決算を、

３月には次年度予算をアップする予定にしており

ます。 

 ７、予算編成です。２０２３年度予算編成では、

経常的経費の限度額を前年度と同額、これ一般財源

ベースなんですが、同額にしております。また、政

策的経費につきましても、査定限度額を設定し事業

費の抑制を図っていきたいというふうに考えてま

す。また、オンライン会議による会議旅費の削減、

時間のマネジメントによる人件費総額の抑制を図

りまして、財政健全化を推進したいというふうに考

えてます。以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、久保川部次長。 

○政策調整部次長（久保川伸幸） １１ページをお願

いします。 

 公共施設マネジメントの推進ということで、現況

と課題ですけれども、市の公共施設、いずれも老朽

化が進んでおりまして、その更新ということが課題

になっております。その一方で人口減少もあり、財

政負担とのバランスというようなことで、最適な施

設サービスの提供に向けましては、公共施設の保有

量の最適化、全体としては総量の縮減といったよう

なことを進めていく必要があるというような状況

にございます。そこで、２０１６年の１１月に公共

施設等総合管理計画と豊岡市公共施設再編計画を

策定をいたしまして、４０年間で延べ床面積の３

４％縮減、長寿命化といったことをしていく必要が

あるということでまとめております。さらにそれを

受けまして、２０２０年度では、全ての公共施設の

個別施設計画を策定をさせていただきました。また、

地域デザイン懇談会を始めたところです。２０２１

年度には、先ほど言いました、この個別施設計画の

状況も反映して、公共施設等総合管理計画の改定を

させていただきましたことと、デザイン懇談会での

議論をまとめて地域デザインプランというふうな

ことで取りまとめをさせていただいたところです。 

 基本方針です。先ほどの個別の施設計画ですとか

公共施設再編計画に基づきまして更新、長寿命化、

統廃合等を計画的に進めていくことが必要な状況

でございます。 

 概要としましては、大きく３点を掲げさせていた

だいております。次の１２ページで内容、状況の説

明をいたします。 

 進捗状況です。１番の公共施設等マネジメント推

進委員会ということで、これは各課、関連のある各

課から委員として出ていただいて、部局横断的に全

市的な視点でマネジメントをどう進めるかという

ことについて議論させていただいて、個別施設計画

で掲げられた内容、それから再編計画で掲げられた

内容がどう実行されるかみたいなことについてお

互いの議論をしながら、よりよい方向に向けていこ

うという取組をさせていただいております。 

 ２番目の学校跡地の活用につきましては、大きく
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４項目を掲げさせていただいております。状況とし

まして、奈佐小学校については、もう最初のプロポ

ーザルは終わっておりまして、随時ということで先

着順の受付をしているような状況。２番目の港西小

学校につきましては、これ１１月１日時点でプロポ

ーザル実施中となっておりますが、応募期限終わり

まして手が挙がりませんでしたので、この後の対策

が必要な状況ということになります。３番目の竹野

南小学校についてもプロポーザル実施中、４番目の

中竹野小学校につきましては、公共での利用の可能

性について今検討をしているというような状況に

ございます。 

 大きい３番目で、公共施設包括管理業務委託の導

入についてということで、こちらのほうはかねてか

ら検討しておりましたけれども、２０２４年の４月

からの導入に向けまして、２０２３年度中に公募型

のプロポーザルによりまして契約候補者を選定す

るというようなことを進めたい、対象の施設ですと

か対象の業務、それから公募条件などの詳細につい

て今検討させていただいているという状況にござ

います。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 若森課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） ２０ペ

ージをご覧ください。行財政改革の推進、２本あり

ます、１本目、行財政改革の推進です。 

 現況と課題です。第４次行財政改革大綱に基づき

まして、目指す姿を市民と行政との共創と改革の行

動により、財政の危機を乗り切ると設定し、次に書

いております４つの柱を、つまり、市民との共創、

歳入確保の推進、歳出の効果的・効率的な実行、職

員の意識・行動改革、これを柱として取組を進めて

いるところでございます。 

 基本方針でございます。１行目後段、可能なもの

から速やかに行動に移す、それから、新たな取組を

検討、実施する、そして、市民サービスの低下を招

かないように留意しながら進めることとしており

ます。 

 続きまして、概要及び進捗状況でございます。１、

ＤＸの推進でございます。これについては後ほど詳

細、細かなところでご説明をさせていただきたいと

思います。 

 ２、市民の視点での行政サービスの向上について

です。窓口等で提供する行政サービスについて、市

民の視点から手続、業務フロー等の見直しを行うと

しておりました。進捗状況です。２０２３年度から

窓口サービス課を設置し、住民移動に伴う様々な手

続について可能な限りワンストップで行えるよう、

手続や業務フローの見直しを行っているところで

ございます。 

 ３、時間のマネジメントの推進です。勤務時間を

しっかり意識してマネジメントし、限られた時間で

最大限の成果を目指すとしております。現時点での

進捗状況でご報告することはございません。 

 ４番、業務の民間委託の推進でございます。先ほ

どもありましたが、施設の包括管理委託の検討に加

え、特定期間に多量の事務処理を行う業務等の民間

委託を推進することとしております。 

 進捗状況です。（１）ワクチン集団接種会場運営

の業務委託をさらに拡大しております。（２）マイ

ナンバーカード取得促進に係る臨時申請窓口、７月、

８月、アイティに設置しました。加えて、各振興局

等における臨時申請窓口の運営等の業務を委託し

たところでございます。 

 ５、歳入確保の推進。ふるさと納税や遊休地の売

却などを推進するとしております。（１）ふるさと

納税、（２）遊休地の売却、それぞれそちらに記載

してるとおりでございます。 

 続きまして、２１ページをご覧ください。市役所

ＤＸによる市民サービス向上と業務の効率化です。 

 まず、現況と課題です。（１）民間のサービスは

日々進化しておりますが、市役所はなかなかそうで

はなくて、その結果として、サービスの格差が拡大

しております。 

 （２）人口減少によって労働力が減少します。総

務省が２０１８年に公表した報告書によりますと、

２０４０年には従来の半分の職員で本来担うべき

機能を発揮することが必要というふうに言われて
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います。 

 （３）働き方改革をさらに進める必要がございま

すが、多様化、複雑化した課題に対応する一方で職

員数は抑制しているといったような状況にござい

ます。 

 次、基本方針でございます。ＤＸ推進戦略骨子の

中間目標である「市民等の手続は簡単・便利になり、

市職員は定型業務をしていた時間を市民サービス

の向上に使っている」の実現を目指しております。 

 概要及び進捗状況でございます。デジタルを活用

し、窓口ワンストップの実現など市民サービスの向

上、それから、業務プロセスの最適化、効率化など

に取り組むこととしております。 

 主な事業でございます。 

 （１）ＡＩ－ＯＣＲ等々の導入、利用拡大でござ

います。 

 進捗状況です。ア、ＡＩ－ＯＣＲについてですが、

９月に運用を開始しました。ＡＩ－ＯＣＲというの

は、紙を光学、要は、簡単に言いますと、スキャン

してそれをデータ化するという機械でございます。

９月に運用開始しまして、プレミアム付商品券の換

金業務など３業務で既に運用を実施しております。 

 イ、電子契約の導入です。これは、従来の紙の契

約書に代えて、契約書をクラウド上に置いて、契約

する双方が合意したら契約成立、そしてその契約の

内容はデータで残すというものです。これについて

は、サービスは選定済みで、現在、総務課において

運用方法を検討しております。 

 ウ、ローコードツールです。ローコードと申しま

すのは、普通、パソコンでコンピューターでいろん

な指示をするときというのはコーディングといい

まして、要は文字で指示を書いていくんですけども、

そうではなくて、もっと簡単な、要は、コーディン

グ、文字をコマンドを書くことなくプログラムを作

っていくというツールでございます。これにつきま

しては、例えば、今終わっていますけれども、コロ

ナの抗原検査キットの申込みなど６０業務で実施

をしておるところでございます。 

 （２）ＢＰＲ、業務フローの再構築の推進でござ

います。例えば、ワクチンの集団接種会場で看護師

の方にお越しいただいてるんですけども、そういっ

た方の日程調整など、４２業務の改善について相談

を受け、それは既に実施しておりますけども、今検

討してるものもございます。そういった状況でござ

います。 

 （３）職員研修等の開催でございます。ア、ＤＸ

管理職研修を２回実施いたしました。 

 それから、イですが、ランチタイム勉強会、モグ

モグ会と呼んでますけれども、お昼休みの時間に勉

強会を開催しております。例えば前回は、ｋｉｎｔ

ｏｎｅってこんなふうに使える、ローコードツール

ですね、こんなふうに使えるよというのをお昼休み

に分かってる職員が説明をしたり、あと、次回はＡ

Ｉ－ＯＣＲの使い方、活用方法などを説明したいと

いうふうに思ってるところです。 

 （４）マイナンバーカード活用サービスの増加と

普及促進でございます。ア、先ほども少し申し上げ

ましたが、臨時申請窓口を開設いたしました。全体

で２，２２５件を受け付けたところでございます。 

 イ、９月末時点の申請率ですけれども、６０．４

３％まで行きました。３月と比べると１４ポイント

ほど伸びているところでございます。ただ、まだ全

国平均と比べますと１．３ポイントぐらいの差がご

ざいます。今後、この策を検討してまいりたいと考

えております。 

 続きまして、次のページです、（５）豊岡スマー

トコミュニティの取組です。自動車の走行データ、

ビッグデータを活用して、ここは車がスピード出し

てるから危ないとか、ここは一時停止あんまり止ま

ってないのようなビッグデータを活用した親子交

通安全会議と高齢者への交通安全教室を八条地区

で８月、９月に開催したところでございます。事業

費につきましては、そちらに記載してるとおりでご

ざいます。 

 ３、その他です。少し重複しますけれども、デジ

タル田園都市国家構想推進交付金を活用して、以下

のようなサービスを導入いたしました。 

 （１）放課後児童クラブの申請です。今までは書
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類を役所に取りに来ていただいて、書いていただい

て、また役所に提出していただく、そんなことをし

ていましたけども、今、パソコン、スマホで、添付

書類も含めて申請できるようにいたしました。既に

１１月から運用を開始しております。 

 イ、「くらしの手続きガイド」の導入です。「く

らしの手続きガイド」と申しますのは、スマートフ

ォン等ではい、いいえに答えていくだけで自分に必

要な手続であったり、必要書類等が分かるサービス

でございますが、これを９月以降、順次導入を開始

しているところでございます。例えば出生の手続で

あったら、国民健康保険の手続とか、出産の一時金

の手続とか、そんなことも案内していきますし、加

えまして、そこからリンクを飛ばして、子育て相談

にみたいなことも豊岡市のホームページに飛ばし、

Ｚｏｏｍで相談に応じられるような、そこの申込フ

ォームまで一連でつながるようなサービスを提供

しております。 

 長くなりましたが、説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 中奥課長。 

○情報推進課長（中奥  実） それでは、２３ペー

ジをお願いします。スマートフォン等による行政手

続の体制整備についてです。 

 現況と課題です。民間のサービスはデジタル技術

の活用により日々進化して、スマートフォン等を使

用し、いつでもどこでも必要なサービスが受けれる

ようになっていると。その一方で、豊岡市役所のサ

ービスはあまり進化をしておらず、市民が平日昼間

に市役所窓口に足を運び、書類に手書きで書き込む

状況が続いてるという状況です。 

 基本方針としまして、豊岡市ＤＸ推進戦略骨子に

定める、「いつでもどこでも問合せ、手続等ができ

てるようになっている」の実現を目指すとしており

ます。 

 概要についてです。ぴったりサービス対応のため

のシステム改修を行います。市民等が国提供のマイ

ナポータルのぴったりサービスを使用してスマー

トフォンやパソコン等から市役所の手続を行える

ように、システム等の改修を行うこととしておりま

す。 

 期間としましては、２０２２年度で、オンライン

の手続の開始予定ですけども、今年度整備させてい

ただいて、２０２３年の４月に開始予定としており

ます。 

 内容につきましては、１つ目で、マイナポータル

と豊岡市の基幹系システムの接続をするためのネ

ットワーク改修及びファイアウオール等のセキュ

リティー機器の導入。 

 ２つ目が、ぴったりサービスで入力された申請デ

ータを管理するための申請管理システムの導入を

行います。 

 対象としましては、オンライン手続の対象となる

のは、子育て、介護関連の２６の手続が対象となり

ます。 

 進捗状況です。契約を２０２２年８月１日に行い

まして、現在、ぴったりサービス対応の前提条件と

なる番号連携サーバーのバージョンアップを１１

月６日に完了したところです。これからは、ぴった

りサービス対応のためのシステム改修を行う予定

としております。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 上田部次長。 

○消防本部次長（上田 有紀） ２９ページをご覧く

ださい。市民の安全と安心を確保する消防行政の推

進についてご説明をいたします。 

 まず、現況と課題についてでございます。１の警

防業務における人材育成ですが、（１）につきまし

ては、災害現場において効果的な隊の運用を行うた

め、新消防指令システムの多目的情報伝送装置等を

活用し、現場の対応力充実を図る必要があると考え

ておるところでございます。 

 （２）につきましては、安全確実な現場活動が行

えるよう、災害現場での活動経験が少ない若手職員

を中心として、現場の対応力の向上を図ることが課

題であると考えております。 

 （３）につきましては、類似火災の再発防止を図

るため、火災原因調査に関する高度な知識と技術を

持った職員を育成する必要があると考えておりま
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す。 

 次に、２の予防業務における人材育成ですが、予

防業務の経験が豊富な職員から、若手職員への予防

行政の継承が早急の課題であり、予防業務の知識及

び技術を習得する各種研修を実施し、視野の広い人

材を育成する必要があると考えております。 

 続いて、概要です。１の警防業務における人材育

成につきましては、（１）多目的情報伝送装置等の

情報伝達ツールを有効活用し、組織的な現場活動を

行います。また、活動後に映像記録を活用した検証

を行い、指揮能力を含めた現場対応力の向上を図る

ことといたしております。 

 （２）といたしまして、安全確実な現場活動が行

えるよう、基本、応用訓練の到達目標を設定し、段

階的な訓練を行います。 

 （３）といたしまして、主任火災調査員が指導者

となり、現場での火災原因調査活動を経験すること

により、調査技術及び知識の向上を図ることといた

しております。 

 次に、２の予防業務における人材育成につきまし

ては、若手職員育成のため、例年４回実施している

予防技術研修を年間６回に増やして実施し、より実

践的な内容に変更いたします。また、予防課員や予

防技術資格者など、経験や知識が豊富な職員と共に

防火対象物の立入検査を行い、予防技術能力の向上

に努めることとしております。 

 それでは、各項目の進捗状況についてご説明させ

ていただきます。３０ページをご覧ください。 

 まず、１つ目といたしまして、警防業務における

人材育成についてでございますが、（１）の情報伝

達ツールの活用につきましては、アとして、多目的

伝送装置等を活用いたしまして、１１月１日までに

２６件の現場映像を配信し、それらの情報を消防指

令センターや後着隊などと情報共有を図り、組織的

な現場活動となるように努めております。 

 また、イといたしまして、映像記録を活用した検

証会を３回開催し、延べ９５名の職員に対し、指揮

能力を含めた現場対応力の向上を図っております。 

 次に、（２）の若手職員の育成につきましては、

アといたしまして、昨年６月に策定しました若手基

本トレーニングプランに基づく訓練について、参加

職員、消防副士長以下４３名を中心に、消防活動に

おける基本動作の習得を図っております。トレーニ

ング項目の平均達成率につきましては、現在のとこ

ろ６２％であり、今後もトレーニングを継続してま

いりたいと考えております。 

 また、イといたしまして、現場対応力の効果を確

認するため、火災現場を想定した実践的な訓練を１

１月２４と２５日に参加職員各２４名、延べ４８名

を対象に計画しているところでございます。 

 次に、（３）の火災調査員の育成につきましては、

アとして、実火災への調査研修ということなんです

が、１１月１日現在で発生した２５件の火災のうち、

２件の全焼建物火災に火災調査経験の少ない職員

３名を対象に、主任火災調査員が調査の進め方、火

災原因の分析方法等について直接指導し、知識や技

術等、調査能力の向上を図っております。 

 イの火災調査事例研修会につきましては、８月に

消防士長以下の４３名の職員に対して、火災調査に

関する研修会を実施しております。 

 ウにつきましては、１０月に兵庫県消防学校で行

われました専科教育、火災調査科の入校予定者を中

心とした職員、延べ１２名に対して、鑑識実習や書

類作成等の内部研修を７、８、９月にそれぞれ１回

の合計３回開催し、調査能力の向上を図ったところ

でございます。 

 続きまして、２つ目の予防業務における人材育成

についてでございますが、（１）の予防技術研修会

につきましては、予防業務の知識及び技術の向上の

ため、５、７、９月の隔日開催とし、危険物規制と

防火対象物規制の２つの内容に区分し、危険物の取

扱いに関する基準、消防用設備等に係る維持管理指

導のポイントを中心として、延べ１００名の職員を

対象に、立入検査時に必要な知識と技術の向上を図

っております。 

 次に、（２）の防火対象物への合同の立入検査に

つきましては、予防課員や予防技術資格者と合同で

若手職員を対象として、城崎、日高、出石、但東の
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４地域の防火対象物９件に対し、消防用設備等の維

持管理指導を行い、立入検査能力の向上に努めてい

るところでございます。参加職員は延べ１８名とな

っております。 

 以上、警防、予防業務のいずれの人材育成につき

ましても、今後も継続していく予定としております。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（清水  寛） 当局の説明は終わりました。 

 委員の皆さんから質疑があればお願いいたしま

す。 

 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） 消防は本当に、救急からはじ

め、最近の火事も含めて大変だと思っております。

本当、ご苦労さんだと思っております。 

 ただ、先ほどの、この前の休憩前の説明でジェン

ダーギャップのほうが、消防職場のコミュニケーシ

ョン環境の改善手法を模索中であるというような

内容の報告があったんだけど、消防署のほうという

のは特殊なっていうんか、命を預かったり、自分の

命をするときに、やっぱり命令系統もきっちりしと

かなあかん、消防、警察、自衛隊とか、そういう中

でジェンダーギャップをそこに入ってきて模索中

という報告受けたんだけど、ジェンダーギャップと

いうのと消防業務との、何ていうんかな、うまいこ

とやっとんなるのかいうのはちょっと聞いてみた

いんですけどね。 

○委員長（清水  寛） 井﨑消防長。 

○消防長（井﨑 博之） 今おっしゃられましたとお

りに、消防本部でも今、職場改善ということで取り

組んでおるところです。おっしゃられるように、消

防職場には階級がございますので、現場に出れば当

然、階級の段階で指示、命令というのが必要になっ

てまいりますが、通常の業務の中では、やはり、そ

の分を若干緩くして、お互いにコミュニケーション

が取れるような環境というのをつくっていく必要

があります。また現場に対してそういったことをし

ていく必要があるというふうには考えております

ので、消防の業務全てにおいて、ある意味、上下関

係はあるものの、通常の業務ではその辺はある程度

フラットにして、お互いに意見が言える環境をつく

る、また、現場においてはしっかり上下関係、指揮、

命令系統が通じるような現場をつくるということ

で、ある程度分けておりますので、そういった面で

は、やはり通常業務に対するいろいろな、ジェンダ

ーの部分も含めて、研究をしていく必要があるとい

うことで、今、取り組んでいるところでございます。 

○委員（木谷 敏勝） 分かりました。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（木谷 敏勝） もう１点だけ。 

○委員長（清水  寛） 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） これはＤＸなんだけど、ラン

チタイムに勉強会、これ、要するに職場のいわゆる

勤務の中で昼休みに勉強するいうことは、職員の人

からクレームが来たりせえへんの、休みのときは休

むということを自分たちは考えとるんだけども、ど

うなんでしょう、そこら辺は。 

○委員長（清水  寛） 若森課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） 研修と

いえば研修なんですけども、昼ご飯食べながら、ち

ょっと見たりせえへんっていう、そういうレベルの

投げかけでございますので、決して強制するもので

もございませんので、特にクレーム等は来ておりま

せん。 

 実は、前回、ｋｉｎｔｏｎｅの活用をテーマにし

てお勉強会したんですけども、リアルで、要はお昼

休みに見てる人よりも、その録画した動画を見てる

人のほうが多い……。あ、すみません、説明が抜け

てました。モグモグ会の様子は、録画をして、市の

職員だけが見れるところに動画のデータを置いて、

いつでも見れるようにしております。そちらを見て

る職員のほうが多いという状況ですので、昼飯食い

ながら見たい人は見て、興味がある人は別の時間に

見て、そういう行動を職員が取っております。 

 繰り返しですけども、職員にこれ見れみたいなこ

とは申しておりません。興味がある人は見てねぐら

いの感じでございます。以上です。 

○委員長（清水  寛） 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） そんなら、どうでもいいんか、
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要は、というようなふうに思うんで、ほんならきち

っと時間をつくってしたほうが、そんなええ加減な

ことをするんだったらと思ってしまうんだけど、ど

うなんだろう。 

○委員長（清水  寛） 若森課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） 様々な

ご見解はあると思いますが、我々としては気軽に見

てね。要は、ＤＸ云々と言うととても取っつきにく

くてというところもあり、あと、自分の職員に、仕

事に直接つながるのかどうかというのもまだ分か

らない状態なので、緩く、気軽にというのをキャッ

チフレーズにしているところでございます。どうで

もいいというわけでは決してないんですけれども、

なかなかこれを勤務時間中に見れというと、特に若

い職員とか、窓口対応とかしている職員がなかなか

見ることが難しいものですから、そういったやり方

をやってるとこでございます。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（木谷 敏勝） よろしくないけど、よろしい

です。 

○委員長（清水  寛） ほかございますか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） ２２ページの３、その他の放

課後児童クラブの申請がオンライン化というのは、

市民の方だけではなくて支援員さん、更新の方も一

からまた書類を出すので、すごく大変だと聞いてた

んです。放課後児童クラブが最初これ選んでもらっ

てすごい喜んだんです。私はうれしいなと思って、

現場の手間が少しでも改善されればと思ったんで

すけど、実際始まってみてどんな様子とか、分かる

範囲で教えてください。 

○委員長（清水  寛） 若森課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） すみま

せん、実は１１月７日に開始したばかりでございま

して、まだちょっと状況を把握しておりません。申

し訳ございません。 

○委員長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 私もまだ現場の方にインタビ

ューしてないので、もし知っとったら教えてもらお

うと思ったぐらいの程度です。ありがとうございま

す。 

○委員長（清水  寛） ほかよろしいですか。ほか

ございませんか。 

○委員（村岡 峰男） なかったら、よろしいですか。 

○委員長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） これは７ページになるんかな、

財政のところで、報告の中でも、この自主財源が僅

か３４％だということだとか、いろいろ言われたん

だけども、ふるさと納税ね、２億円、好調だから２

億円プラスで１０億円とこうなっとんだけど、この

１０億円、２億円で１０億円というのは、予算との

関係でこうなってることですよね。既にもう今年１

１億円超えておる違うんかいな。（「去年と違う」

と呼ぶ者あり）あ、去年。去年の決算で、それとこ

この比較ではなくて、じゃあ、今年の予算に比べて

２億円の１０億円いうことでええのかな。 

 というのと、それともう一つ、ついでに、それは

そうかもしらんだけども、いわゆる脆弱な財政基盤

ということ、もうしつこくしつこく、市民に向けて

もこう言われるんだけども、そこまで言わんなんの

かいやと、脆弱だ脆弱だ言って、市民のほうまでが

縮こまっちまいますがな。脆弱な基盤の厳しいとい

うぐらいでええと思うんだけども、どうですいな。 

○委員長（清水  寛） 長谷川課長。 

○財政課長（長谷川幹人） ふるさと納税１０億円と

してますのは、あくまでも２０２２年度の予算でし

て、あくまでも増減をしますので、２０２２年、実

績としましては１１．６億円ですが、ちょっと抑え

て１０億円という程度で予算化をしております。

我々としては本当に上がることを期待してますけ

ど、パイの取り合いみたいになっとりますので、い

つかは下がる可能性もあるということで、少し控え

めな数字でございます。 

 あと、脆弱という言葉です。職業病でして、ちょ

っと厳しく言うのがどうしても身についています。

本当はちょっと言い過ぎな部分もあるんですけど、

非常に、ただ厳しいというのは変わりありませんの

で、ちょっと今後もこの言葉を使わせていただけれ
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ばありがたいというふうに思っています。以上です。 

○委員長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 職業病という、それはちょっ

と違うかなと思いますが、いずれにしても厳しいの

は厳しいだろうと思いますね。それは３４％ですか

ら、自主財源が。だろうけども、あんまり言い過ぎ

ないように、これも、特に市民に向かってお金がな

いお金がない、脆弱だなんて言われたら、本当にも

う今にも栄養失調でころんといきそうなような状

態を脆弱と言うんだろうと思うけども、言い過ぎな

いようにしてほしいなと思っています。 

 それと関わりで、僕はずっと毎議会、市民税の超

過課税廃止を言ってきとんだけど、もし超過課税を

やめたら、この自主財源は何％ぐらいに落ちるん。 

○委員長（清水  寛） 塚本部長。 

○政策調整部長（塚本 繁樹） ちょっと数字的なも

んというのがはっきりしませんけど、今の市民税で

したら約５，０００万円の減収ということになりま

すんで、ちょっと数字的なもんが、そう大きくは変

わらないかな、パーセンテージ。 

○委員（村岡 峰男） ３４は３４ぐらいのもんか。 

○政策調整部長（塚本 繁樹） ええ、そんなに大き

くは変わらないかなとは思いますけど、ただ、先ほ

どからも脆弱という財政基盤ということでお話を

させていただいてます。確かに言い過ぎと言われた

ら言い過ぎかも分かりませんが、実際、自主財源が

これだけ、３４％、それから、財政力指数も０．３

９ですか、実際のところはもう地方交付税、それか

ら、不安定ないわゆるふるさと納税に頼ってるよう

な状況で、どっちに転ぶか、場合によっては分から

ないような状況の財源というのもありますので、そ

れで脆弱な財政基盤ということに表現をさせてい

ただいてるいう状況です。 

 確かに市民税が５，０００万円はそんなに大きな

額じゃないと言われるのは分かるんですけども、た

だ、前からお話しさせていただいてますように、都

市計画税の代わりということで、広く市民の方にと

いうことで、土地を持っておられる方、資産を持っ

ておられる方、それから事業主の方、それから普通

のサラリーマンの方、全市民の方にご負担いただき

たいということで、今回、うちは超過課税というこ

とにさせていただいてますが、金額がどうこういう

ことは、ちょっと今、問題にはならないのかなと思

っております。 

○委員長（清水  寛） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） またあっちでやりますわ。 

○委員長（清水  寛） ほか、よろしいですか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） いいんですか、すみません。 

 １２ページの公共施設マネジメント推進委員会

のことなんですけれども、この推進委員会は傍聴は

できるんでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 久保川部次長。 

○政策調整部次長（久保川伸幸） ここにつきまして

は、職員内部の協議ということもありまして、実務

的なところを詰めていく、それから、想定として傍

聴をお願いするというようなスタイルで今検討は

しておりませんでしたので、ちょっとそこは検討し

てみますけれども、今、即答についてはちょっと控

えたいと思います。 

○委員長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） もし傍聴ができるようでした

ら、メールでもご案内いただけますと、ホームペー

ジで探すのとても大変なので、ご案内いただけます

と助かります。よろしくお願いします。 

○委員長（清水  寛） よろしくお願いします。 

 ほかございますか。 

○委員（芦田 竹彦） すみません、１点だけ、ちょ

っと。 

○委員長（清水  寛） 芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） 教えてください。 

 ２１ページになります。マイナカードなんですけ

ども、７月か６月にアイティでやられたりとか、各

振興局でも窓口で申請をということで取り組まれ

て、３月からしたら全国とは４ポイントぐらい差が

あったけども、ちょっと縮まったということで、本

当にありがとうございます。いいことですので、進

めていただきたいんですが、申請率は分かったけど
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も、交付率をちょっと教えてください。 

○委員長（清水  寛） 若森課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） すみま

せん、ちょっと手元に交付率の数字を持っていませ

んので、また後ほど報告申し上げます。 

○委員（芦田 竹彦） それで全然結構です。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（芦田 竹彦） はい。 

○委員長（清水  寛） ほかございませんか。 

 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） すみません。９ページの３番

の件なんですけど、ちょっとすみません、僕ちょっ

とこれ別のことに気を取られて詳しく聞けなかっ

たんですけど、アドバイザーを年３回、第三セクタ

ーに派遣して、各業者が抱える課題に糸口を提供す

るということなんですが、２点教えてほしいんです。 

 まず、アドバイザーというのはどういった方が行

かれたのかということと、糸口を提供できた、現段

階で何かしらできているのかということをちょっ

と教えていただけないでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 長谷川課長。 

○財政課長（長谷川幹人） まず、アドバイザーにつ

きましては、ＩＰＰＯ ＴＯＹＯＯＫＡの経営相談

員もされてます今井さんに行っていただいており

ます。今、第３回のうち１回目、もしくは２回目の

経営相談でございまして、今その問題点等を抽出し

てるといった状況でして、今後それを基に具体的な

経営の支援の回答をしていくというふうな形でし

ております。ですので、今のところちょっと問題点

の洗い出しに特化してるという状況でございます。

以上です。 

○委員（森垣 康平） ありがとうございます。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（森垣 康平） はい。 

○委員長（清水  寛） ほかございますか。よろし

いですか。 

 それでは、ないようですので、これで後半の部を

終了します。 

 ここで委員の皆さん、当局の皆さんから何かござ

いましたら発言をお願いします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 なければ、当局の皆さんにつきましては塚本政策

調整部長と久保川公共施設マネジメント推進室長

を除いて、ここで退席いただいて結構です。お疲れ

さまでした。 

 暫時休憩します。 

午前１１時３９分休憩 

──────────────────── 

午前１１時４０分再開 

○委員長（清水  寛） それでは、休憩前に続いて

会議を再開します。 

 それでは、５、報告事項、（２）市有財産売却の

媒介に関する協定についてに入ります。 

 それでは、説明をお願いします。 

 久保川部次長。 

○政策調整部次長（久保川伸幸） お手元のほう、資

料として市有財産売却の媒介に関する協定につい

てという資料をご覧いただけますでしょうか。 

 そちらのほうですけれども、先ほども少しありま

した、学校跡地の処分の関係がなかなか進まないと

いうこともある中で、とにかく地元もなかなか手が

出しにくいという中でいうと、民間への譲渡をする

中で、少しでも早く地域の活性化につながるような

活用につなげていきたいということもあります中

で、新しい方法として、いわゆる宅建業者、不動産

屋に手数料を払ってでも売るということを導入を

させていただきたいというものでございます。最初

のところに経過と書いてありますけども、廃校が継

続してるという中で、なかなかその跡地の活用がつ

ながっていないということもございます。そこで、

４行目ほどのところあります、豊岡市と一般社団法

人兵庫県宅地建物取引業協会というのが兵庫県内

にまとめた団体としてあります。もう一つ、公益社

団法人全日本不動産協会兵庫県本部という２つの

大きな団体それぞれに個別の不動産屋が加盟をさ

れておられますが、こちらのほうのご理解をいただ

きまして、この１２月１９日に市有財産売却の媒介
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に関する協定を締結させていただくという運びに

なりましたので、その点について議会のほうにご理

解をいただきたいということで説明をさせていた

だきます。 

 その対象物件につきましては、先ほどでもありま

した、港西小学校の跡地を考えております。これは

あくまで売却をする場合のみということです。貸付

けの場合は対象にしないという考え方です。 

 大きい１番目の協定の締結と共同会見というこ

とですけども、１２月１９日１４時から兵庫県の県

庁の２階のほうの会見室を使わせていただくこと

で予定をしております。市長と相手方のそれぞれの

協会の会長、本部長に出席いただきます。 

 ちなみにですけれども、兵庫県宅建業協会のほう

は、兵庫県下で約４，８００近くの事業者が加盟を

されている。２番目のほうの全日本不動産協会のほ

うについては、兵庫県下で約１，２００の団体が加

入をされているというような状況にございます。 

 ２番目です。その媒介制度とは具体的にというこ

とですけれども、まず、（１）番目で、協定のご趣

旨ということで、豊岡市としては市有財産の適正か

つ円滑な売却が進められれば、宅建業協会のほうと

しても、それぞれの業界の健全な発展につながれば

という、双方の思いもあって、こういう協定をさせ

ていただくということでございます。 

 そこでということで、協定団体に属する宅建業の

事業者が媒介に参加できて、媒介が成立した場合に

その手数料をお支払いするという一般媒介制度と

いう方法を導入しますと。ここであえて一般媒介制

度というふうに書き方をしてるのは、媒介制度もい

ろいろあって、専任媒介制度というのと、専属専任

媒介制度というのがあります。何が違うかというと、

一般媒介というのは豊岡市自身が売ることもでき

るし、なおかつ、今言った６，０００社、みんなが

どなたでも手が挙げていただけるということ。専任

媒介ということでいいますと、どこか特定の不動産

屋と豊岡市だけが売れるというやり方、ほかの会社

は手が出せない。それから、専属専任媒介というの

は、もうお願いをしたその不動産屋さんしか売れな

くて、豊岡市でも売っちゃ駄目というようなやり方。

こういった学校跡地ですとかですと、広くそういっ

た周知をしていただいて、どこからでも参加ができ

るという、そういった制度を活用したいという趣旨

でしたので、一般媒介制度を導入させていただくと

いうものでございます。 

 （２）番目の協定の期間につきましては、１２月

１９日から一応本年度中としますが、自動継続とい

うことで、何事もお互いなければその後もずっとこ

の協定は継続をさせていただこうという趣旨。 

 （３）番目の対象物件につきましては、大きな考

え方としては、豊岡市が独自で処分することが難し

いこういう大規模の財産ですとか、それから、売ろ

うとしてるけどなかなか売れなくて困っていると

いうような、そういう大きな物件を扱っていこうと、

必ずしも学校跡地のみに限定をするものではない

ということでございます。 

 それから、（４）番目に市による処分ということ

で、先ほども言いました一般媒介ということの中で、

市で独自に売ることも可能だと、その市のほうは、

これは先ほど言いました港西小学校、これからも随

時プロポーザルということで、市は独自に売ったり

貸したり両方、市のホームページ上で紹介をして、

市に直接お申し込みいただくこともできる、その場

合には手数料はどこにも払わなくていいという仕

組みになります。 

 それから、（５）番目の媒介契約ということで、

こちらのほうは協定をいただいたそれぞれの協会

から紹介をされた事業者、個人の事業者が、あっ、

これ、この人を私、紹介したいということで実際に

紹介をいただく段階になれば、まず媒介契約という

ものを締結していただいて、個別の申込者と調整を

いただくというようなことになります。 

 ただし書のところですが、申込みをいただく方自

身が個人ならいいんですけれども、その申込みをい

ただく方も実は不動産屋だとしたら、それはさすが

に直接申し込んでくださいなということで、手数料

を無駄にという言い方もよろしくないかもしれな

いですけども、不動産屋が不動産屋を通じて手数料
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を取られるというのはどちらかというと避けたい

なという考え方で、この点についてもご了解をいた

だいております。 

 （６）番目で、購入申込みの審査ということです。

この学校跡地等は今、プロポーザルをやっておりま

して、随時プロポーザルになりましても、やっぱり

地元、大きな学校跡地というのは地域の中心でした

ので、どう活用されるかというのは非常に関心が高

うございます。ですので、価格さえよければという

やり方ではなくって、その事業展開の内容、どうい

った地域との連携をしようとするのかというその

姿勢といったことも審査をさせていただくという

予定をいたしておりますので、この媒介制度を導入

する場合にあっても、たとえ１社であってもこのプ

ロポーザルの審査というのは経ていただくと。小さ

な土地で、もう売ってしまいさえすればいいものは

そこまでしませんけれども、こういった学校跡地の

ように地域から注目をされてる分については、そう

いった対応をさせていただきたいというふうに考

えています。 

 （７）番の媒介手数料につきましては、宅建業法

の中で２００万円まで、２００万円から４００万円

まで、４００万円超えというような一定の基準が上

限として設けられておりますが、それにさらに豊岡

市としては５，０００万円超えや１億円超えという

ような基準で、少しその上限の率よりも落として、

少しでも割安にご協力をいただいております。それ

から、この手数料については、宅建業法上でいうと

買うほうからも売るほうからも両方取れるという

か、申込みをいただいた方もうちのほうからも取れ

るんですが、市がやる場合には申込みをされた方か

らは手数料取らないでねというお願いをしている

と。というのは、そちらからも取られると、豊岡市、

直接に申し込めばそんな手数料なしに買えるのに、

宅建業者を通じたばっかりに手数料払わなあかん

ということではちょっと競争力が落ちますので、豊

岡市としては宅建業界のほうにそういったお願い

をして、うちのほうからだけの手数料ということで

ご了解をいただいておりますというのが１ページ。 

 ２ページ目につきましては、個別の内容というこ

とで、今、港西小学校を実際こういったやり方で処

分をしております。そのままの条件を載っけさせて

いただいて、随時プロポーザルということです。 

 ちなみに、３の（１）の④のアのところで、土地

建物一括で売却または貸付けと、市としては貸付け

もオーケーと。 

 イのところで、最低売却価格として、港西小学校

につきましては８，２５０万円以上であればいいと

いうことで、それ以上書かれる方はもう随時の段階

だと多分ないとは思いますが、そういうこと。 

 それから、ウとしましては、一応、貸付けとして

市は想定していますので、市が直接扱う場合には最

低の年間４９５万円のお支払いをいただく貸付け

も可ということにしております。 

 それから、ク、ケ、コ辺りで、地元との関係性に

ついても一応紹介をしていて、ここは緊急避難所に

なってますよとか、スクールバスの乗降場所になっ

てますよとか、それから、コのところでは、体育館

や運動場についても地元からのほうは使用の希望

が出ていますよ、こういったことにどう対応されま

すか、そういったことが審査で評価の対象になりま

すよというふうなことをご紹介をさせていただい

ているというような立てつけです。 

 それから、資料のほう、５ページに飛んでいただ

きまして、ちょっと説明しますと時間が長いですの

で、一応、真ん中のところに図式的な形でどういっ

た流れになるんかというのが示してあります。豊岡

市とこの協会との関係、その下に協会に加入をされ

ている個別の事業所、それから購入希望者というこ

との中で、１番からずっと順番を追っていきながら、

最後の９番の手数料を支払うところまで、こういっ

た事務の流れを想定しているという内容でござい

ます。 

 ６ページのほうで、一応、手数料の算定の考え方

が書かれております。２００万円以下、それから１

億円超えまで、それぞれの率がありますけれども、

ちなみにこの港西小学校、８，２５０万円の価格で

すので、これを実際に扱っていただけましたら、本
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市の規定で手数料としては２３７万２，５００円を

お支払いすることになります。それでも進めていく

ことが、手が挙がればそれはそれでいいことだなと

いうふうに考えております。 

 ちなみに、今のこの学校跡地の処分の仕方につき

ましては、売る場合も貸す場合もなんですが、土地

についてはその評価をしたとおりの価格でお願い

をさせていただきます。ただし、建物につきまして

は、売る場合も無償で譲与、貸す場合も無償で貸付

け、土地代のみでお願いをすると、そういった募集

をしていても、この港西小学校については最初の募

集では手が挙がらなかったという現状がございま

すので、ここは引き続きそういったことでご理解を

いただいて、もしこれが実際に手が挙がって契約相

手方が決まったという場合には、建物を無償で譲与、

もしくは貸付けという扱いになりますので、議会の

議決がどうしても必要になります。本来の価格より

安く財産を処分するということになりますので、議

会の議決をお願いすることを前提でこういった事

務を進めさせていただいてるということについて

ご理解をいただけたらと思います。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 何か質疑。 

 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） これ、すごい慎重にしならん

なと思うのは、もちろん縛りをかけてあると言いな

がら、港西小学校に極端な話、星野リゾートが来ま

す、価格も出します。観光地としてのあれとか、地

元の意見も聞きながら、いろいろ書いてあるけど、

そのことをもっとどんどんどんどん前面に出さん

な、大きいとこも小さいとこも、もう市は何でも市

有地を売っちまうんかえというイメージを持たれ

て、非常に、１９日で記者会見なんかして混乱が起

こったら、何かうまいこといっても、議会としてう

まく対応できんやなことになれへんかという、聞い

とって物すごいそれを感じて。 

 だから、売れれへんで、その気持ちも分かるけど、

市民の人の感情の気持ちいうんかな、それを、とに

かくそういうことがあるぞという、観光地なら観光

地を絶対守っていくんだとか、地域の人の希望をあ

る程度聞いてもらえるのを絶対残しておくんだと

かいうのをせんな、もう全部売っちまうぞ、こんな

ようけのしたら、絶対にあれだし、ほかでこんな例、

みんなやっとるん、市は、ほかの市は。ちょっとそ

れも聞きたい。 

○委員長（清水  寛） 久保川室長。 

○政策調整部次長（久保川伸幸） ちなみにこういっ

た制度、どこかほかにも持っているかということで

まずお答えしたいと思いますが、この兵庫県下の動

きですけれども、兵庫県下では県庁自身が同じ制度、

取っております。それから、姫路市もこの両方の協

会と協定を持っております。神戸市は片方と持って

おります。市では、あと、丹波市も持っております。

あと、町では神河町や市川町が、宅地分譲が中心な

んですけれども、そういった制度でお願いをしてる

という案件がございます。 

 今おっしゃいましたように、何でもかんでも売っ

てしまうということではなくて、これまでの経過の

中で、こういった港西小学校ですとか、竹野南小学

校ですとかもそうなんですが、地元と協議をする中

で、まず市自身が使う公共の目的での使い方が本当

にできるかできないかという検討をして、それがな

いとなると、次に地元の公共的団体が使うことが可

能性があるのか、それから、公益的な、例えば福祉

的な事業で使う可能性があるのかどうか、そこの調

整もまずして、そういったことがない、ないという

ことをきっちり潰していきながら、その上で地元の

ほうとも調整させていただいて、これはもう民間に

処分してやってくださいな、もううちとしてはとい

うことがあるので、サウンディングをして、本当に

民間だったらどんな可能性がありますかというこ

とを聞かせていただく、その上でプロポーザルとい

うことに持っていっている。そのプロポーザルの中

でも、先ほど言いましたように、条件はやっぱりこ

ういったことで、こういった配慮をしてくださいね、

また、プロポーザルの要領を見ていただくといいん

ですが、価格は１００点満点中の１５点です。残り、
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例えば地元との関係性ですとか、それから、連携を

どう考えるかとか、環境をどう考えるか、そういっ

たことに対する配慮がトータル４５点あります。１

００点中の平均６０点を取ってないと、そもそも採

用されない。その仕組みでいくと、実は地域との連

携だとか、環境への配慮、そういった地域との連携

性のところをしっかり配慮してないと４５点取れ

ませんので、そもそも１００点から４５点引くとも

う５５点、最大でも５５点にしかならない、そうい

った仕組みの中で地域とも今までから協議をして

まいりまして、そういった仕組みの中で地域への配

慮がちゃんと反映される、そういった仕組みの中で

採用していこうと。ですので、この点につきまして

は地元とも連携をしながら、次のステップとしては

こうやっていきますよというようなことも常にお

伝えしながら、そういった動きをしていこうと思い

ます。 

 先ほども言いましたが、プロポーザルで今までや

っております。今度、随時プロポーザルですが、媒

介制度の案件も必ずこのプロポーザルの案件とし

て扱って審査しますので、そこは、今おっしゃった

ように慎重に丁寧に対応していこうと思います。 

○委員長（清水  寛） 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） よう分かるんですけど、その

イメージを市民の人に、とにかく地元の意見、それ

をやりますけども、助けてもらうためにこれを導入

しますいうことにせんな、はっきり言って今、何で

もかんでも売っちゃうんちゃういうて言うけど、記

者会見なんかスパッとやると、何だ、市は何でもか

んでも売っちゃうのか、どうなるんだいなというイ

メージをみんなが持ってしまわんような説明、段取

りを１２月１９日までいうんか、１９日の日の記者

会見でうまいことしてほしいということを言っと

くわ。そうせな、議会通らへんでということです。

以上です。 

○委員長（清水  寛） ほか、いかがですか。よろ

しいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 それでは、当局の皆さん、ここで退席いただいて

結構です。お疲れさまでした。よろしくお願いしま

す。 

 暫時休憩します。 

午前１１時５８分休憩 

──────────────────── 

午前１１時５８分再開 

○委員長（清水  寛） そしたら、会議を再開しま

す。 

 次、（２）の委員会の重点調査事項についてを議

題といたします。 

 ３ページに前期の重点調査事項を載せておりま

す。こちらをベースに、本日の事務概要の説明を踏

まえた上でご協議をいただきたいと思いますけど

も、いかがでしょうか。 

 暫時休憩します。 

午前１１時５９分休憩 

──────────────────── 

午後 ０時００分再開 

○委員長（清水  寛） そしたら、会議を再開しま

す。 

 特にこれらの項目を重点調査事項として異議が

ないということでよろしいですね。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは、重点調査事項に

ついては以上のように決定いたします。 

 次に、委員会の席次についてを議題といたします。 

 本日は会派構成に配慮した形で着席していただ

いておりますけども、ご意見があれば、いかがでし

ょうか、お願いいたします。（「いいですけどね、

これで」と呼ぶ者あり）よろしいですか、今このま

まの形で。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） そうしましたら、ご異議が

ないようですので、委員会の席次については今のこ

の形で決定をいたします。 

 次に、議会選出各種委員についてを議題とします

けども、この委員会はあまり充て職がない委員会で

して、委員長が豊岡市の災害対策本部の出席者、そ

れから、豊岡市の功労者表彰審査委員会の委員とな
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っておりますので、その点だけ報告をいたします。 

 何かご質問はありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） では、なければ、この件は

この程度にとどめます。 

 続いて、その他ですけども、委員の皆さんのほう

から何かあればお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 そうしましたら、特にないようですので、以上を

もちまして総務委員会を閉会いたします。お疲れさ

までした。 

午後０時０１分閉会 

──────────────────── 

 


